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序   文 
 
宮城県は平成７年度完成を目指して黒川郡大和町に宮床ダムの建設工事を進め

ております。 

このダムは吉田川の支流の宮床川上流に、吉田川流域に広がる水田への潅漑用

水や仙台市泉区への飲料水の安定した供給などをめざした多目的ダムです。 

このダム建設に伴う土捨て場が縄文時代と平安時代の集落遺跡である摺萩遺跡

にかかったため、昭和61年度から62年度にわたり県教育委員会が発掘調査を実施

しました。調査では縄文時代晩期の竪穴住居や遺物を多量に含む遺物包含層など

貴重な資料を多数得ることができました。 

本書は調査で検出した遺構と厖大な量の出土遺物を昭和 63年度まで整理し、そ

の成果を平成元年度にまとめたものです。 

最近の内需拡大による経済の高揚に伴い開発事業増大し、それらにかかわる遺

跡の調査件数も徐々に増加している、このような状況のもとで、県内の文化財、

特に地下に埋蔵された文化財の保護と開発との調整は一層重要な課題になってき

ています。 

また、地域文化の創造の必要性も強く説かれておるところですが、その基本と

もなる先人の残した文化遺産を保護伝承し、また活用を通して県民の理解が深ま

るよう尽力する所存です。 

本書を刊行するにあたり、長期にわたる発掘調査に御協力を賜った県水資源開

発課をはじめ関係各位に対し、甚大なる感謝の意を表するとともに、本報告書が

学術研究はもとより、県内各地域の文化財保護思想の啓蒙に広く活用されますこ

とを願うものです。 

 

平成２年３月 

宮城県教育委員会 

教育長   步 田  步 男 



 

 

例  言 

 

１. 本書は宮床ダム建設に伴う摺萩遺跡第１・２次調査の成果をまとめたものである。 

２. 調査の为体者は宮城県教育委員会・宮城県土木部水資源開発課である。 

３. 発掘調査は宮城県教育庁文化財保護課が担当し、大和町教育委員会の協力をいただいた。 

第１次調査 昭和61年５月１日～10月７日 

調査員 新庄屋元晴・加藤道男・阿部博志・佐藤則之・柳沢和明・大槻仁一 

調査補助員 村田章人 

第２次調査 昭和62年６月10日～８月31日 

調査員 進藤秋輝・斎藤吉弘・加藤道男・佐藤則之・吉田雅之・菅原弘樹 

４. 発掘調査および整理に際し、次の方々および機関から多くの指導・助言を賜った。 

飯島義雄氏  岡村道雄氏  小林正史氏  佐藤広史氏  須藤 隆氏  林 謙作氏 

村田章人氏  横山英介氏 

東北歴史資料館 

５. 土色は「新版標準土色帳」（小山・竹原：1973）を利用した。 

６. 地図は建設省国土地理院発行の１／25,000「七ツ森・根白石」を、複製し、使用した。 

７. 整理・報告書の作成は調査員の協議を得て行った。整理・執筆担当者は次の通りである。 

整理 阿部博志・佐藤則之・柳沢和明・須田良平・古川一明 

執筆 第１章進藤、第２・３章阿部、第４章第１節１・２柳沢、第１節３阿部・柳沢・須

田、第１節４・５須田・古川、第２～４節阿部・柳沢・須田・古川、第５～９節阿部、第

10節須田・古川、第５章佐藤、第６章第１節柳沢、第２節阿部、第３・４・７節須田・古

川、第５節須田、第６・８節阿部、第９節阿部・須田 

８. 付編として次のものを収録した。 

北海道測量図工社株式会社「摺萩遺跡の遺構に残存する脂肪の分析」 

９. 摺萩遺跡に関する実測図・写真・諸記録および出土遺物は宮城県教育委員会が保管してお

り、今後東北歴史資料館において保存・公開の予定である。 
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第237図 第1遺物包含層 6ｃ層下Ａ層上面

出土土器(7) 

第238図 第1遺物包含層 6ｃ層下Ａ層上面

出土土器(8) 

第239図 第1遺物包含層 6ａ層下Ａ層上面

出土土器(1) 

第240図 第1遺物包含層 6ａ層下Ａ層上面

出土土器(2) 

第241図 第1遺物包含層 6ａ層下Ａ層上面

出土土器(3) 

第242図 第1遺物包含層 5・4層下Ａ層上

面出土土器 

第243図 第1遺物包含層 4・3層下Ａ層上

面出土土器 

第244図 第1遺物包含層 2層下Ａ層上面出 

土土器(1) 

第245図 第1遺物包含層 2層下Ａ層上面出

土土器(2) 

第246図 第1遺物包含層 2層下Ａ層上面出

土土器(3) 

第247図 第1遺物包含層 2層下Ａ層上面出

土土器(4) 

第248図 第1遺物包含層 2層下Ａ層上面出

土土器(5) 

第249図 第1遺物包含層 2層下Ａ層上面出

土土器(6) 

第250図 第1遺物包含層 2層下Ａ層上面出

土土器(7) 

第251図 第1遺物包含層 2層下Ａ層上面出

土土器(8) 

第252図 第1遺物包含層 2層下Ａ層上面出

土土器(9) 

第253図 第1遺物包含層 2層下Ａ層上面出

土土器(10) 

第254図 第1遺物包含層 2層下Ａ層上面出

土土器(11) 

第255図 第1遺物包含層 2層下Ａ層上面出

土土器(12) 

第256図 第1遺物包含層 2層下Ａ層上面出

土土器(13) 

第257図 第1遺物包含層 2層下Ａ層上面出

土土器(14) 

第258図 第1遺物包含層 2層下Ａ層上面出

土土器(15) 

第259図 第1遺物包含層 1層下Ａ層上面出

土土器(1) 

第260図 第1遺物包含層 1層下Ａ層上面出 



 

 

土土器(2) 

第261図 第1遺物包含層 1層下Ａ層上面出

土土器(3) 

第262図 第1遺物包含層 1層下Ａ層上面出

土土器(4) 

第 263図 第 1遺物包含層北西部 Ａ層上面

出土土器(1) 

第 264図 第 1遺物包含層北西部 Ａ層上面

出土土器(2) 

第 265図 第 1遺物包含層北西部 Ａ層上面

出土土器(3) 

第 266 図 第 1 遺物包含層单東部Ⅱゾーン 

Ａ層中出土土器 

第 267図 第 1遺物包含層单東部Ⅲ・Ⅳゾー

ン Ａ層中出土土器 

第 268図 第 1遺物包含層单東部Ⅳ・Ⅴゾー

ン Ａ層中出土土器(1) 

第 269図 第 1遺物包含層单東部Ⅳ・Ⅴゾー

ン Ａ層中出土土器(2) 

第 270図 第 1遺物包含層单東部Ⅱ・Ⅲゾー

ン Ａ層上面出土土器 

第 271 図 第 1 遺物包含層单東部Ⅳゾーン 

Ａ層上面出土土器(1) 

第 272 図 第 1 遺物包含層单東部Ⅳゾーン 

Ａ層上面出土土器(2) 

第 273図 第 1遺物包含層单東部Ⅳ・Ⅴゾー

ン Ａ層上面出土土器 

第274図 第1遺物包含層 66ｅ2層出土土器 

第 275図 第 1遺物包含層 66ｅ・66ｄ層出

土土器 

第276図 第1遺物包含層 63層出土土器(1) 

第277図 第1遺物包含層 63層出土土器(2) 

第278図 第1遺物包含層 63層出土土器(3) 

第279図 第1遺物包含層 63層出土土器(4) 

第 280 図 第 1 遺物包含層 63 層出土土器

(5),62ｂ～66層出土土器 

第 281図 第 1遺物包含層 62ｂ～66・62・

61層出土土器 

第 282図 第 1遺物包含層 61・60・59ｄ・

59ｃ・59ｂ層出土土器 

第283図 第1遺物包含層 59ｂ層出土土器 

第 284図 第 1遺物包含層 59ａ・58ｄ・58

ｃ2・58ｃ層出土土器 

第 285図 第 1遺物包含層 58ｂ3・58ｂ2・

58ｂ1層出土土器 

第286図 第1遺物包含層 57ｂ・57層出土

土器 

第 287図 第 1遺物包含層 57・56ｂ・56・

54・53ｄ層出土土器 

第 288図 第 1遺物包含層 53ｃ・53ｂ・53

層出土土器 

第289図 第1遺物包含層 53層出土土器 

第290図 第1遺物包含層 53層出土土器 

第 291図 第 1遺物包含層 53・52ｂ・52・

51ｄ・51ｃ3・51ｃ・51 

第 292図 第 1遺物包含層 59ｂ下Ａ層上面

出土土器 

第 293図 第 1遺物包含層 59ｂ・59ａ・58

ｂ・55ｂ層下Ａ層上面出土土器 

第294図 第1遺物包含層 53ｄ・53層下Ａ

層上面出土土器 

第 295図 第 1遺物包含層 53・51ｂ層下Ａ

層上面出土土器 

第296図 第1遺物包含層单西部 Ａ層中出 



 

 

土土器(1) 

第 297図 第 1遺物包含層单西部 Ａ層中出

土土器(2) 

第 298図 第 1遺物包含層单西部 Ａ層上面

出土土器 

第299図 第1遺物包含層北西縁・单西縁 Ａ

層中出土土器(1) 

第300図 第1遺物包含層北西縁・单西縁 Ａ

層中出土土器(2) 

第301図 第1遺物包含層北西縁・单西縁 Ａ

層中出土土器(3) 

第302図 第1遺物包含層北西縁・单西縁 Ａ

層中出土土器(4) 

第303図 第1遺物包含層北西縁・单西縁 Ａ

層中出土土器(5) 

第 304図 第 1遺物包含層单西縁 Ａ層上面

出土土器(1) 

第 305図 第 1遺物包含層单西縁 Ａ層上面

出土土器(2) 

第 306図 第 1遺物包含層单西縁 Ａ層上面

出土土器(3) 

第307図 第1遺物包含層北西縁・单西縁 Ａ

層上面出土土器 

第 308図 第 1遺物包含層单西縁 表土出土

土器(1) 

第 309図 第 1遺物包含層单西縁 表土出土

土器(2) 

第 310図 第 1遺物包含層单西縁 表土出土

土器(3) 

第 311図 第 1遺物包含層中心部 表土層出

土土器 

第312図 第1遺物包含層单東縁 Ａ層中出 

土土器 

第 313図 第 1遺物包含層单東縁 Ａ層上面

出土土器(1) 

第 314図 第 1遺物包含層单東縁 Ａ層上面

出土土器(2) 

第 315図 第 1遺物包含層单東縁 Ａ層上面

出土土器(3) 

第 316図 第 1遺物包含層单東縁 Ａ層上面

出土土器(4) 

第 317図 第 1遺物包含層单東縁 Ａ層上面

出土土器(5) 

第 318図 第 1遺物包含層单東縁 Ａ層上面

出土土器(6) 

第 319図 第 1遺物包含層单東縁 Ａ層上面

出土土器(7) 

第 320図 第 1遺物包含層单東縁 Ａ層上面

出土土器(8) 

第 321図 第 1遺物包含層单東縁 Ａ層上面

出土土器(9) 

第 322図 第 1遺物包含層单東縁 Ａ層上面

出土土器(10) 

第 323図 第 1遺物包含層单東縁 表土出土

土器(1) 

第 324図 第 1遺物包含層单東縁 表土出土

土器(2) 

第 325図 第 1遺物包含層单東縁 表土出土

土器(3) 

第 326図 第 1遺物包含層单東縁 表土出土

土器(4) 

第 327図 第 1遺物包含層单東縁 表土出土

土器(5) 

第328図 第1遺物包含層单東縁 表土出土 



 

 

土器(6) 

第 329図 第 1遺物包含層北東縁 Ａ層中出

土土器 

第 330図 第 1遺物包含層北東縁 Ａ層上面

出土土器(1) 

第 331図 第 1遺物包含層北東縁 Ａ層上面

出土土器(2) 

第332図 第1遺物包含層出土石鏃(1) 

第333図 第1遺物包含層出土石鏃(2) 

第334図 第1遺物包含層出土石鏃(3) 

第335図 第1遺物包含層出土石鏃(4) 

第336図 第1遺物包含層出土石鏃(5) 

第337図 第1遺物包含層出土石鏃(6) 

第338図 第1遺物包含層出土石鏃(7) 

第339図 第1遺物包含層出土石鏃(8) 

第340図 第1遺物包含層出土石鏃(9) 

第341図 第1遺物包含層出土石鏃(10) 

第342図 第1遺物包含層出土石鏃(11) 

第343図 第1遺物包含層出土石鏃(12) 

第344図 第1遺物包含層出土石錐(1) 

第345図 第1遺物包含層出土石錐(2) 

第346図 第1遺物包含層出土石錐(3) 

第347図 第1遺物包含層出土石錐(4) 

第348図 第1遺物包含層出土石錐(5) 

第349図 第1遺物包含層出土石錐(6) 

第350図 第1遺物包含層出土石錐(7) 

第351図 第1遺物包含層出土尖頭器(1) 

第352図 第1遺物包含層出土尖頭器(2) 

第353図 第1遺物包含層出土尖頭器(3) 

第354図 第1遺物包含層出土尖頭器(4) 

第355図 第1遺物包含層出土尖頭器(5) 

第356図 第1遺物包含層出土尖頭器(6) 

第357図 第1遺物包含層出土尖頭器(7) 

第358図 第1遺物包含層出土尖頭器(8)他 

第359図 第1遺物包含層出土石匙(1) 

第360図 第1遺物包含層出土石匙(2) 

第361図 第1遺物包含層出土石匙(3) 

第362図 第1遺物包含層出土石匙(4) 

第363図 第1遺物包含層出土石匙(5) 

第364図 第1遺物包含層出土石匙(6) 

第365図 第1遺物包含層出土石匙(7) 

第366図 第1遺物包含層出土石匙(8) 

第367図 第1遺物包含層出土石匙(9) 

第368図 第1遺物包含層出土箆状石器(1) 

第369図 第1遺物包含層出土箆状石器(2) 

第370図 第1遺物包含層出土打製石斧(1) 

第371図 第1遺物包含層出土打製石斧(2) 

第372図 第1遺物包含層出土楔形石器 

第 373図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅰ

類(1) 

第 374図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅰ

類(2) 

第 375図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅰ

類(3) 

第 376図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅰ

類(4) 

第 377図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅰ

類(5) 

第 378図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅰ

類(6) 

第 379図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅰ

類(7) 

第 380図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅱ

類(1) 



 

 

第 381図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅱ

類(2) 

第 382図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅱ

類(3) 

第 383図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅲ

類 

第 384図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅳ

類(1) 

第 385図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅳ

類(2) 

第 386図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅳ

類(3),Ⅴ類(1) 

第 387図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅴ

類(2) 

第 388図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅴ

類(3),Ⅵ類(1) 

第 389図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅵ

類(2) 

第 390図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅵ

類(3),Ⅶ類(1) 

第 391図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅶ

類(2),Ⅷ類(1) 

第 392図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅷ

類(2) 

第 393図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅷ

類(3),Ⅸ類,Ⅹ類(1) 

第 394図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅹ

類(2) 

第 395図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅹ

類(3),ⅩⅠ類(1) 

第 396図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅹ

Ⅰ類(2),ⅩⅡ類,ⅩⅢ類 

第 397図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅹ

Ⅳ類(1) 

第 398図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅹ

Ⅳ類(2),ⅩⅤ類(1) 

第 399図 第 1遺物包含層出土不定形石器Ⅹ

Ⅴ類(2) 

第400図 第1遺物包含層出土石核ⅠＡ類,Ⅰ

Ｂ類(1) 

第401図 第1遺物包含層出土石核ⅠＢ類(2) 

第402図 第1遺物包含層出土石核Ⅱ類(1) 

第 403図 第 1遺物包含層出土石核Ⅱ類(2),

Ⅲ類,Ⅳ類 

第 404図 第 1遺物包含層出土不定形石器接

合資料 

第 405図 第 1遺物包含層出土石核接合資料

(1) 

第 406図 第 1遺物包含層出土石核接合資料

(2) 

第 407図 第 1遺物包含層出土石核接合資料

(3) 

第 408図 第 1遺物包含層出土石核接合資料

(4) 

第 409図 第 1遺物包含層出土石核接合資料

(5) 

第410図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅰ類(1) 

第411図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅰ類(2) 

第412図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅰ類(3) 

第413図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅰ類(4) 

第414図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅰ類(5) 

第415図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅰ類(6) 

第416図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅰ類(7) 

第417図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅰ類(8), 



 

 

Ⅱ類(1) 

第418図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅱ類(2) 

第419図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅱ類(3) 

第420図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅲ類(1) 

第421図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅲ類(2) 

第422図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅲ類(3),

Ⅳ類(1) 

第423図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅳ類(2),

Ⅴ類(1) 

第424図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅴ類(2),

Ⅵ類 

第425図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅶ類(1) 

第426図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅶ類(2),

Ⅷ類(1) 

第427図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅷ類(2),

Ⅸ類 

第428図 第1遺物包含層出土礫石器Ⅹ類,Ⅹ

Ⅰ類 

第429図 第1遺物包含層出土礫石器ⅩⅡ類 

第430図 第1遺物包含層出土磨製石斧(1) 

第431図 第1遺物包含層出土磨製石斧(2) 

第432図 第1遺物包含層出土磨製石斧(3) 

第433図 第1遺物包含層出土小形磨製石斧 

第434図 第2遺物包含層西壁断面図(試掘坑) 

第435図 第2遺物包含層 6層下Ａ層上面,6

層出土土器 

第436図 第2遺物包含層 6・5層出土土器 

第437図 第2遺物包含層 5・4・3層出土土

器 

第438図 第2遺物包含層 3・2層・表土出

土土器 

第439図 第3遺物包含層東壁断面図(試掘坑) 

第440図 第3遺物包含層 7・6・5・4層出

土土器 

第441図 第3遺物包含層 3・2層出土土器 

第442図 第3遺物包含層 2層出土土器 

第443図 第3遺物包含層 2層出土土器 

第444図 第3遺物包含層 表土出土土器 

第445図 第3遺物包含層出土石器 

第446図 第4遺物包含層層位(ＣＰ～ＣＳ40

区单壁断面図) 

第447図 第4遺物包含層 5層出土土器 

第448図 第4遺物包含層 4層出土土器(1) 

第449図 第4遺物包含層 4層出土土器(2) 
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(2) 
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第457図 第4遺物包含層 4～2層出土土器
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第473図 第2住居跡出土遺物 
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第490図 第6住居跡出土石器(9),接合資料(8) 

第491図 第6住居跡出土石器(10),接合資料(9) 

第492図 第6住居跡出土石器(11),接合資料(10) 

第493図 第6住居跡出土石器(12),接合資料(11) 

第494図 第6住居跡出土石器(13),接合資料(12) 

第495図 第6住居跡出土石器(14),接合資料(13) 

第496図 第6住居跡出土石器(15),接合資料(14) 

第497図 第6住居跡出土石器(16),接合資料(15) 

第498図 第6住居跡出土石器(17),接合資料(16) 

第499図 第6住居跡出土石器(18),接合資料(17) 

第500図 第6住居跡出土石器(19),接合資料(18) 

第501図 第6住居跡出土石器(20),接合資料(19) 

第502図 第6住居跡出土石器(21),接合資料(20) 

第503図 第7住居跡とその出土遺物 

第504図 第7住居跡出土石器 

第505図 第8住居跡とその出土遺物 

第506図 第9住居跡 

第507図 第9住居跡出土遺物 

第508図 第9住居跡出土石器 

第509図 第10住居跡 

第510図 第11住居跡 

第511図 第11住居跡出土遺物 

第512図 第11住居跡出土石器 

第513図 第12住居跡とその出土遺物 

第514図 第13住居跡 

第515図 第13住居跡出土遺物 

第516図 第13住居跡出土石器 

第517図 第14・15住居跡とその出土遺物(1) 

第518図 第14・15住居跡出土遺物(2) 

第519図 第15住居跡出土石器 

第520図 第16住居跡 

第521図 第16住居跡出土遺物(1) 

第522図 第16住居跡出土遺物(2) 

第523図 第16住居跡出土遺物(3) 

第524図 第16住居跡出土遺物(4) 

第525図 第16住居跡出土遺物(5) 

第526図 第16住居跡出土遺物(6) 



 

 

第527図 第16住居跡出土石器(1) 

第528図 第16住居跡出土石器(2) 

第529図 第16住居跡出土石器(3) 

第530図 第16住居跡出土石器(4) 

第531図 第16住居跡出土石器(5) 

第532図 第16住居跡出土石器(6) 

第533図 第16住居跡出土石器(7) 

第534図 第16住居跡出土石器(8) 

第535図 第16住居跡出土石器(9) 

第536図 第16住居跡出土石器(10) 

第537図 第16住居跡出土石器(11) 

第538図 第16住居跡出土石器(12) 

第539図 第16住居跡出土石器(13) 

第540図 第17住居跡 

第541図 第17住居跡出土遺物(1) 

第542図 第17住居跡出土遺物(2) 

第543図 第17住居跡出土遺物(3) 

第544図 第17住居跡出土石器(1) 

第545図 第17住居跡出土石器(2) 

第546図 第17住居跡出土石器(3) 

第547図 第18住居跡とその出土遺物 

第548図 第19住居跡とその出土遺物 

第549図 第19住居跡出土石器 

第550図 第20住居跡とその出土遺物 

第551図 第20住居跡出土石器(1) 

第552図 第20住居跡出土石器(2) 

第553図 第21住居跡とその出土遺物 
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第555図 第1～3土壙墓 

第556図 第1～3土壙墓出土土器 

第557図 第1・2土壙墓出遺物 

第558図 第1～6埋設土器遺構 

第559図 第7～13埋設土器遺構 

第560図 第2～5埋設土器 

第561図 第6・10埋設土器 

第562図 第7埋設土器 

第563図 第8埋設土器 

第564図 第11・12埋設土器 

第565図 第13埋設土器 

第566図 その他の遺構(1) 

第567図 その他の遺構(2) 

第568図 土壙出土遺物 

第569図 土壙出土石器(1) 

第570図 土壙出土石器(2) 

第571図 土壙出土石器(3) 

第572図 土壙出土石器(4) 

第573図 土偶(1) 

第574図 土偶(2) 

第575図 土偶(3) 

第576図 土偶(4)・土面 

第577図 土 瓶 

第578図 土 冠 

第579図 土玉 

第580図 その他の土製品 

第581図 円盤状土製品(1) 

第582図 円盤状土製品(2) 
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第584図 第1遺物包含層出土 円盤状石製品(2) 

第585図 第1遺物包含層出土 円盤状石製品(3) 

第586図 第1遺物包含層出土 円盤状石製品(4) 

第587図 第1遺物包含層出土 円盤状石製品(5) 

第588図 第1遺物包含層出土 円盤状石製品(6) 

第589図 石刀・石剣(1) 

第590図 石刀・石剣(2) 



 

 

第591図 石刀・石剣(3) 
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第601図 製鉄遺構出土遺物 
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第605図 窯跡(その2) 

第606図 窯跡(その3) 
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第610図 土壙Ａ(その2) 
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第613図 第112土壙 
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第661図 石錐の類型組成の時期的変化 

第662図 石錐の類型別の石材の比較 

第 663 図 尖頭器の長・幅・厚の三角ダイヤ

グラム 

第664図 尖頭器の類型別長幅相関分布図 

第665図 尖頭器の重量分布 

第666図 尖頭器の類型組成の時期的変化 

第667図 尖頭器の類型別の石材の比較 

第 668 図 アスファルト様付着物のみられる

尖頭器 

第669図 石匙の類型組成の時期的変化 

第670図 石匙の類型別の石材の比較 

第671図 箆状石器類型別長幅相関分布図 

第672図 箆状石器の類型別の石材の比較 

第673図 定形石器の器種組成 
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図版202 深鉢・鉢の为な文様要素 

図版203 鉢の为な文様要素 

図版204 鉢・浅鉢の为な文様要素 

図版205 浅鉢・皿の为な文様要素 

図版206 皿・壺の为な文様要素 

図版207 注口の为な文様要素 

図版208 香炉の文様・为な地文・胎土 

図版209 为な器面調整，被膜状炭化物の付着

状況 

図版210 被膜状炭化物の付着状況，動物遺存

体,種子 

図版211 第23住居跡製鉄遺構,製鉄遺構 

図版212 5・9・7・7号窯跡断面,36・52・76・

82号窯跡 

図版213 60・60号窯跡断面,2・8・16・15・

21・22号窯跡 
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号窯跡,80号窯跡・124号土壙 

図版215 13・83・62号窯,91・92Ａ・Ｂ・94・

95号土壙 

図版216 96・98・99・112・123・124号土壙 

図版217 110・90・88・93・113・95・120号

土壙 

図版218 各遺構出土遺物 
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第１章 調査に至る経過 
鳴瀬川水系の一つである吉田川は奥羽山脈船形連峰の泉ケ岳に源を発し、黒川郡大和町を東

流して桃生郡鳴瀬町野蒜で鳴瀬川に合流する一級河川である。この河川の流域沿岸には水田が

拓け、農業用水の大部分はこの河川の恵を受けている。また、旧仙台市の北に隣接する泉市は

ベッドタウン地域として近年急激に人口が増加しており、それに供する水道用水の確保も宮城

県にとっては大きな課題の一つになっていた。 

宮城県土木部ではこのような情況をふまえ、水害防止を目指した洪水調節、農業用水の確保

と流水の維持、旧泉市への水道用水の確保をはかるため、多目的ダム（宮床ダム）を黒川郡大

和町宮床字摺萩の上流に建設することになった。 

昭和48年の予備調査、昭和54年の実施調査を経て工事予定地内の補償問題が解決した昭和

60年１月に、県土木部から県教育委員会へ工事計画の概要説明と工事予定地内の埋蔵文化財

の分布調査の依頼があった。工事計画では、周知の遺跡である本遺跡がダム建設に伴う土捨て

場敷に含まれ、遺跡上に10数ｍの土盛をするものであった。 

土木部からの依頼を受けた教育委員会はその他の遺跡の存在をも考慮して、昭和 60年５月

に工事計画地域全域の分布調査を実施した。その結果、吉田川の支流である宮床川左岸の狭い

台地上に立地する本遺跡以外には遺跡はなかった。また、遺跡の分布状況などから、本遺跡の

規模は 10,000㎡ほどであり、縄文時代中期から晩期の遺構と平安時代の遺構とが存在するも

のとみられた。遺跡の保存協議については建設計画が具体化し、用地買収も一部完了した段階

であったことや土捨て場所がこの地にしか確保できないことから、全面的な回避はできなかっ

た。 

第１次調査は遺跡の東半部分のうち9,000㎡を対象として昭和61年５月１日から10月７日

まで実施した。その結果、縄文時代中期から晩期の竪穴住居跡群のほか、保存のよい晩期の遺

物包含層を４箇所で検出した。当初は昭和 61年度で調査を終了する予定であったが、調査地

区内の一部が作物補償の関係で調査できなかったことや、調査中に実施した分布調査で遺跡が

台地上や谷を挟んだ单側丘陵まで広がることが明らかになったため、さらに16,500⑭の地域を

調査せざるを得なくなった。なお、調査後の協議の結果、４箇所の遺物包含層のうち２箇所に

ついては工事区域から除外し、保存を計ることになった。 

第２次調査は上記の地域のうち18,000㎡を対象として昭和62年６月10日から８月 31日ま

で実施した。調査の結果、縄文時代中期の竪穴住居や埋設土器遺構、单側丘陵斜面と北丘陵斜

面で平安時代の土壙などを多数検出した。出土遺物が極めて多量であったことから、遺物整理

は昭和 62年11月から63年を通して実施し、平成元年度に報告書を刊行することになった。 
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第２章 遺跡の位置と環境 
 

第１節 位置と自然環境（第１図） 

摺萩遺跡は宮城県の中央部、黒川郡大和町宮床字摺萩にあり、大和町の中心部である吉岡か

ら单西約８kmの地点に位置している。 

大和町周辺の地形を見ると、西側には船形山から東方に向かっていくつかの丘陵が延びてい

る。これらの丘陵のうち、北部には大松沢丘陵、单部には富谷丘陵があり、その間を開析しな

がら吉田川やその支流が東流し、流域には段丘や沖積地が形成されている。この富谷丘陵の西

方には七ツ森と呼ばれている独立峰が单東方向に並び、大和町宮床付近から東側では標高

100～200ｍの比較的低い丘陵が連なっている。 

遺跡の位置する富谷丘陵は吉田川やその支流によって樹枝状に開析され、いくつかの丘陵群

となっている。この丘陵群の中の一つに宮床川によって開析された丘陵があり、その流域には

幅の狭い段丘や沖積地が形成されている。本遺跡は七ツ森と呼ばれている独立峰群の最高峰で

ある笹倉山から单東に延びる丘陵東縁に形成された丘陵と段丘上に立地している。 

摺萩遺跡が立地する部分は東側が宮床川、北・单側は小さな沢によって画され、背後に丘陵

が続いている。 

微地形を見ると、東へ傾斜して延びる丘陵は中央部に東側からは入り込む小さな沢によって

北側丘陵と单側丘陵に分けられる。さらに、北側丘陵ではその裾部から東に延びる緩やかな舌

状台地になっており、標高約 90ｍ付近をその境としている。この舌状台地は平坦面とその周

縁部では北側が急斜面、東、单側は緩斜面になっている。遺跡の現状は山林・果樹園などであ

る。 

第２節 周辺の遺跡（第１図） 

摺萩遺跡周辺には旧石器から中・近世にわたる多くの遺跡が確認されている（宮城県教委：

1988）。これらの遺跡の多くは吉田川やその流域の段丘、丘陵に立地しており、まれに、沖積

地にも認められる。ここでは、発掘調査によって具体的にその内容が明らかになった遺跡を中

心に述べる。 

旧石器時代の遺跡として確認されている例は尐ないが、中峯・金谷・長原などといった遺跡

がある。中峯Ｃ遺跡は本遺跡の北約８kmの地点にあり、前期～後期の旧石器が多数出土してい

る。特に、前期旧石器の石器は県内で発見されているそれよりも古い石器群として注目されて

いる（小川：1985）。 

縄文時代になると遺跡数は急増する。その中で、早・前期の遺跡数は尐なく、調査例もあま 
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りない。発掘調査された中峯Ｂ遺跡からは前期大木３式の五角形をした住居跡が１軒検出され

ている。 

中期になると、本遺跡を含め遺跡数の増加が認められ、その内容が明らかになりつつある。

調査された遺跡としては勝負沢・上深沢・前田・広畑などの諸遺跡がある。勝負沢遺跡は本遺

跡の北東約8.2kmにある。東北自動車道関係遺跡として調査が行われ、大木８ｂ式の遺物包含

層、住居跡、埋設土器遺構などが発見されている（丹羽他：1982）。また、本遺跡の北東約

25kmの地点にある大衡村の上深沢遺跡からは卖式炉や複式炉をもつ大木９式の住居跡 25軒、

遺物包含層などが発見され（宮城県教委：1978）、大集落が営まれていたことが予想される。

单川ダム建設に伴って発掘調査された前田遺跡は本遺跡の北約 3.8kmにあり、大木 10式の埋

設土器遺構２基が検出されている（宮城県教委：1986）。この他に、本遺跡の北約 10kmの地

点にある広畑遺跡からは大木 10 式の住居跡・埋設土器遺構なども発見されている（柳沢：

1988）。 

後・晩期になると本遺跡を含め、上記の時期に比べ遺跡数は減尐傾向にあり、その内容の明

きらかなものは尐ない。農道整備に伴って調査された金取遺跡は本遺跡の北約6.7kmにあり、

後期前葉の遺物包含層などが発見されている（小野寺：1980）。この他、本遺跡の北約７kmの

地点にある古屋敷遺跡からは晩期後半の住居跡１軒が検出されている（宮城県教委：1987）。 

以上のように、本遺跡の立地する吉田川やその流域には調査された遺跡からもその数が多い

ことがわかる。このことは、縄文時代の人々の生業である狩猟・漁撈・採集の生活の場として

吉田川流域を中心とした地域が最適の場所として営まれていたことを物語るものである。いい

かえれば、吉田川流域が縄文人にとっていかに豊かな生活舞台であったかが知りえる。そのこ

とが本遺跡周辺の各所に遺跡としてその形をとどめている。 

このほか、摺萩遺跡の周辺では詳しい内容のわかる弥生から奈良・平安時代の遺跡は尐ない

が中峯Ａ･Ｃ遺跡からは平安時代の住居跡20軒、掘立柱建物跡６棟なども検出されている（菊

地：1985）。 
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第３章 調査の方法と経過 

 

第１節 野外調査（第２図） 

第１次調査（第３図） 

分布調査時に、台地にある果樹園から縄文土器・石器が発見された。このため、台地全域を

調査対象に選定した。 

調査区の設定：調査にあたっては対象区域全域にグリッドを設定するため、西から東へ延び

る台地の中央部に仮原点Ａと仮原点Ｂを任意に選び、これを結ぶ直線を基準線として、これに

沿って３ｍの区画割りを行った。地区名は東西方向をアルファベット、单北方向をアラビア数

字で表し、両者を組み合わせて呼ぶことにした（仮原点Ａの西側をＢＴ区、東側をＣＡ区、

北側を 49区、单側を50区）。 

調査の方法：始めに、調査区の基本層位や遺構確認のため、单北方向のＢＨ･ＢＴ･ＣＧ･Ｃ0

列と東西方向の 50列を対象に２～５グリッドを１卖位として東西・单北に細長い試掘トレン

チを設定した。その結果、遺構や遺物包含層が表土下の地山面で確認されたため全面発掘する

ことにした。表土除去後に検出された遺構は種類毎・発見項に番号を付した。遺構内の調査は

従来から行われている方法をとった。なお、第１遺物包含層の調査方法については土色・土

性・混入物など層相の特徴をとらえ、層の分布範囲や上下関係を把握し、分層発掘を行った。

これと並行して、各層の堆積状況を得るため、４グリッドを１つの卖位として、それぞれの境

に土層観察用の東西・单北のベルトを残した。さらに、各層から出土する遺物には細心の注意

を払い取り上げることにした。各層の中で、焼土層などは全層採集し、１mmメッシュの篩で水

洗いした。 

第２次調査（第597図） 

調査の方法：第１次調査の途中で台地上部の北・单側を分布調査した結果、それぞれの丘陵

で土師器が尐量発見された。これをもとに第２次調査では为に北・单側丘陵を調査対象地区と

して全面発掘をすることにした。 

記録の作成：第１・２次の発掘調査時に作成した記録には実測図・注記カード・写真などが

あるが、その他の記録として調査経過や調査時の問題点をメモにした調査日誌がある。実測図

は第１次調査では遣り方測量、第２次調査では遺構に直交する任意の点を基本にして平面図を

作成した。また、断面図もあわせて作成した。実測図の縮尺は住居跡・土壙などは１／20、

土壙墓・埋設土器遺構は１／10である。この他、第１遺物包含層については各層の分布範囲

を１／100の縮尺で記録した。 
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注記カードでは住居跡・土壙墓・遺物包含層などの遺構の特徴を文章にまとめ、それを調査

所見とし、また略図などもあわせて記載した。 

写真としては遺跡遠景・遺構・遺物の出土状況などを撮影した６×７インチ、35mm版のモ

ノクロとカラーリバーサルがある。 

第２節 室内調査 

摺萩遺跡の調査で出土した遺物は縄文土器・土師器・土製品・石器・石製品などである。こ

の中で大部分が縄文土器・石器である。これらの遺物については水洗い後→名称の記入→接合

作業を行った。 

土器・土製品：縄文土器は遺構や遺物包含層出土土器を中心に実測図・拓影図を作成した。

遺構については文様の特徴がわかるもの、遺物包含層についてはできるだけ多くの資料を提示

することに努めた。図化の方法は口径が１／６以上ある資料は原則としてすべて図化すること

とし、正面図は１／１、展開図は１／２で作成した。１／６以下の資料については拓影図を作

成しているが、特徴的な資料については破片実測、器形推定できるものについては図化した。

原則として、土製品すべて実測図を作成した。土器・土製品の登録Ⅴは図版番号と一致させた｡ 

石器・石製品：石器には剥片石器・礫石器がある。石器は始めに各器種毎に形態分類を行い､

すべて登録した。このうち、各種の遺構から出土した石器は完形品を中心にして任意に抽出し､

実測図を作成した。抽出にあたっては各層や遺構の中で同一器種が多数出土しているものは完

形品を中心にして、その一部を図化した。原則として石製品はすべて実測図を作成した。 

報告書における遺構・遺物の縮尺は次の通りである。 

住居跡・鍛冶遺構・焼土遺構・土壙など→１／60、土壙墓・埋設土器遺構→１／20 

土器・円盤状土製品・礫石器・第１遺物包含層の磨製石斧→１／３、第６住居跡の接合資料

→１／２、左記以外の土製品・剥片石器・石製品→２／３ 

第３節 調査の経過 

第1次調査 

第１次調査は昭和 61年５月１日に開始した。立ち木などの地上物件撤去の後、東西 150ｍ、

单北 90ｍの範囲を対象にグリッドを設定した。調査は２～５グリッドを１卖位とした東西、

单北に細長い試掘トレンチを設定して、遺構の有無を確認した。その結果、表土下の地山面で

遺構が検出された。このため、台地全体の表土を上部から下部に向かって除去することにした。

台地上部の平坦面やその緩斜面で、おもに縄文時代中期の住居跡・土壙、台地下部の調査では

縄文時代後・晩期の住居跡・土壙墓・埋設土器遺構・遺物包含層などが多数発見され、縄文時

代中～晩期の集落跡であることが明らかになった。 

調査の途中であったが、遺跡の性格が明らかになったので８月 23日に現地説明会を開催し 
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た。その後、第１遺物包含層の調査を継続し、それが終了したのは 10月７日である。発掘面

積は 9,000㎡である。なお、一部地権者の了解が得られなかった西側の台地上部や丘陵部の調

査は次年度に行うこととした。 

調査終了後、関係者との協議によって第２・３遺物包含層はダム建設に伴う土捨て場から除

外され保存されることになった。 

第２次調査 

第２次調査は昭和 62年６月 10日～８月 31日の間に行った。調査対象地区は１次調査で

遺構・遺物が確認されていた次の３地区である。 

(1) 台地西側－第１次調査を実施した西側部分で住居跡が確認されいた地区 

(2) 北側丘陵－台地西側にある丘陵斜面で焼土遺構が確認されていた地区 

(3) 单側丘陵－台地单側にある沢を挟んで東に延びる北東斜面で土師器が散布していた地

区 

始めに重機を利用して、台地西側→北側丘陵→单側丘陵の項で約 18,000㎡の表土を除去し

た。その結果、台地西側で住居跡・土壙、北側丘陵で焼土遺構・土壙、单側丘陵では小さな沢

の北・单側で住居跡・埋設土器遺構・焼土遺構・土壙などが発見され、縄文・平安時代に利用

されていたことがわかった。 

なお、便宜上第１次調査部分を東地区、第２次調査部分を西地区として報告する。 
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第４章 東地区調査の成果 
 

今回の調査で検出された遺構は縄文時代の遺物包含層４か所・住居跡 22 軒・土壙墓３基・

埋設土器遺構13基・土壙などである。以下、その種類毎に説明する。 

第１節 第１遺物包含層とその出土遺物 

１．第１遺物包含層の堆積状況とその形成過程 

第１遺物包含層は台地の下方に位置し、北西から单東に緩やかに傾斜する台地の尾根を中心

に広がっている（第３図）。北東部と北西部の一部は、リンゴ園造園時に削平されているが、

本来は单北約25ｍ前後、東西約40ｍ前後、面積約1000㎡前後の長楕円形の範囲に形成されてい

たものと推定される。 

本遺物包含層は表土を重機で排土した直後に発見された。その範囲内にはリンゴ園に付随す

る各種の攪乱（貯水槽、約９ｍ間隔で平行する单北に長い溝、リンゴの木を植樹した径約 1.5

ｍ・深さ約60ｃｍの穴、肥料穴）があった。発掘に着手する前に、表土直下の遺物包含層各層

の平面分布状況を捉えるとともに、これらの攪乱を最大限に活用してまず最初に基本層序の把

握に努めた。そして、单東部から北西部に向かって同心円状により古い層が分布していること

をつかみ、单東部より発掘に着手した。各層の発掘は調査員のみが行い、作業員には排土の処

理や遺物の収納などの補助的作業を行わせた。各層の平面分布図・注記表を作成したが、遺物

の取り上げは各グリッド・各層ごとに行い、その平面的・垂直的な位置は記録しなかった。こ

れは里浜貝塚の発掘調査と同様の理由による（岡村道雄編 1982）。 

発掘調査の結果、12枚の層を平面的に発掘し、その平面的ひろがりと層位的関係を明らか

にすることができた（第５図～第９図、第１表～第17表）。また、遺物包含層が形成される以

前の旧表土が遺物包含層下に広く分布しており（第６図）、これをＡ層と呼んでその上面や層

中から出土した遺物を取り上げた。Ａ層の形成時期は一様ではなく、縄文時代後期末～晩期末

までという長い時期差がある（第21図）。理論的にはＡ層についてもこうした時期差に応じて

層位を区分できるはずであるが、層相が共通しており、細分できなかった。したがって、各グ

リッドのＡ層上面・Ａ層中から出土した遺物は、どの層準より古いかは知りえても、どの層準

より新しいかは厳密にはわからない。しかし、Ａ層以外の各層よりも資料的価値が落ちるとは

いえ、Ａ層上面・Ａ層中についても層位的関係に含めて考えることができる。出土した土器か

らみれば、各グリッドのＡ層上面・Ａ層中はその直上に位置する層とほぼ同時期と考えられ

る。 

本遺物包含層からは縄文時代後期末～晩期末の遺物が層位的に出土した。これらの遺物のう 
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ち、土器を分析した結果、以下のように時期区分された（第６章第１節参照）。なお、本遺跡

のⅠ期（縄文時代早・前期）、Ⅱ期（縄文時代中期後葉）の土器もわずかに出土しているが、

当該期の遺物包含層は形成されていない。 

Ⅲ期  縄文時代後期末～晩期初頭（大洞Ｂ式期） 

Ⅳ期  縄文時代晩期前葉（大洞ＢＣ式期） 

Ⅴ期  縄文時代晩期中葉（大洞Ｃ1式期） 

Ⅵ期  縄文時代晩期中葉（大洞Ｃ2式旧段階） 

Ⅶ期  縄文時代晩期中葉～晩期末（大洞Ｃ2式旧段階～大洞Ａ式にかけての移行期） 

本遺物包含層の中央よりやや北西のＣＬ50－51・ＣＭ50－51には、貯水溝による大きな攪乱

があった。そのため、单西部と北西部との層位的関係を十分には把握できなかった（第８図）。

しかし、65層を介在して北西部と单東部との層位的関係を良好に把握することができた（第９

図）。 

本遺物包含層では、ＣＮ50 の北西隅を中心にⅤ期～Ⅶ期の層が半同心円状に分布している。

そこで、ＣＮ50の北西隅を中心に半径３ｍ・６ｍ・９ｍ・12ｍ・15ｍの円を描き、中心部より

Ⅰゾーン・Ⅱゾーン・Ⅲゾーン・Ⅳゾーン・Ⅴゾーン・Ⅵゾーン、ＣＩ49－ＣＭ49より北側を北

西部、ＣＩ50－ＣＬ50 より单側を单西部、ＣＭ50－ＣＲ50 より单側を单東部、表土とＡ層しか分布

していない北西部・单西部・单東部を北西縁・单西縁・单東縁とそれぞれ呼称し（第４図）、

北西部～单東部に至る本遺物包含層の形成過程を追及した（第９～19図）。その結果、以下の

ことがわかった。 

①Ⅲ・Ⅳ期には北西部、Ⅴ期には北西部～单西部、Ⅵ期には北西部・单西部・单東部の各

Ⅰ・Ⅱゾーン、Ⅶ期には单西部・单東部の各Ⅰ～Ⅲゾーン、Ⅷ期には单東部のⅡ～Ⅳゾーンを

中心に遺物包含層が形成された（第９・10・19図）。Ⅵ期～Ⅷ期の各層は、ＣＮ50の北西隅を

中心にⅠゾーン→Ⅵゾーンへ向けて各層の中心点を左右に大きく移動させながら半同心円状に

形成されている。大局的に見れば、北西部→单東部へ向かってⅢ期～Ⅷ期の遺物包含層が形成

されている。遺物包含層の縁辺部を加えた時期別・グリッド別の分布でも同様のことが窺える

（第 20・21図）。 

なお、大洞Ａ式期の遺物は縁辺部や縁辺部に近い遺物包含層中からごくわずか出土してお

り、この時期には遺物包含層は形成されていない（第20・21図）。大洞Ａ式期の遺物がごくわ

ずか出土した縁辺部に近い遺物包含層（表土、１・２層、１・２層下Ａ層上面）からはⅦ期の

遺物が为体的に出土した。これらは発掘に着手した直後に掘り上げ、層相にも際だった特徴が

なく、範囲も広くしか認識できなかった層である。その意味では、厳密に言えば、１・２層は

さらに細分される可能性もあり、大洞Ａ式期の遺物が出土したＣＭ53－54の１・２層はⅦ期・ 
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大洞Ａ式期の遺物が混在していることになる。しかし、大洞Ａ式期の遺物はごくわずかで、圧

倒的多数はⅦ期に属する可能性が高いと判断した。 

②Ⅲ期の各層はごく緩やかに北東に傾斜しているが、Ⅳ期以降の各層はごく緩やかに单東に傾

斜している。これは、遺物包含層形成以前の旧地表面の微傾斜に沿って各層が堆積しているた

めである。しかし、Ⅲ期の各層とⅣ期以降の各層が微傾斜の方向が異なる尾根上の地点に形成

されていることは、興味深い事実である。 

③Ⅴ期とⅥ期の各層は、地山ブロックを多量に含む15層を境界として、分布域も大きく異なっ

て形成されている。15層は最大層厚10ｃｍ、面積約13.5㎡、体積約1.35㎥と規模も大きく（第

９・10・14図）、竪穴住居や土壙などの遺構を構築ないし改築した際などに掘った地山の土を

廃棄した人為堆積層と考えられる。この体積は直径６ｍ・深さ50ｃｍの竪穴住居の約 1/10、直

径１ｍ・深さ50ｃｍの土壙の体積にほぼ相当する。 

④土壙自体を廃棄した人為堆積層には、地山ブロックを多量に含む土層、炭化物を多量に含む

土層、焼土を多量に含む土層、地山ブロック・炭化物・焼土のいずれか二つ以上を多量に含む

土層がある。これらの土層のうち、地山ブロックを多量に含む土層は竪穴住居や土壙など各種

の遺構の造改築などに伴う地山掘削土を廃棄した土層と考えられる。また、炭化物や焼土を多

量に含む土層は、竪穴住居の改築に伴う炉の取り壊しや日常的な炉の掻きだし作業などによっ

て生じた不用な土壌を廃棄した層と考えられる。土壌の水洗選別によって、焼土を多量に含む

多くの土層からは、焼けたシカ・イノシシなどの獣骨片、鳥骨片、コイ科などの淡水魚の椎

骨・棘、アサリ貝細片オニグルミなどの堅果、炭化した木片が出土している（第１～３表、図

版 210）。特に、18ａ層からは焼けたシカ・イノシシなどの獣骨片などの自然遺物が多数出

土している。日常的な食物残滓もともに廃棄されていたことがわかる。 

⑤地山ブロックや炭化物や焼土を多量に含む人為堆積層は、特にⅥ期に多く認められる（第

９・14～16図）。なかでも14層～10層の間の層準には中小規模の人為堆積層が多数ある。同一

面上にのる小ブロック層も多く、一定のサイクルでこれらの人為堆積層が形成されていること

が窺える。 

⑥１・２・４・６ａ・69層などの黒褐色土層は、規模も大きく、地山ブロック・炭化物・焼土

を含まないことから、自然堆積層と考えられる。これらの自然堆積層はⅦ期に特に多く認めら

れる（第９・17・18図）。また、地山ブロック・炭化物・焼土を多量に含む人為堆積層やその

他の層にも、自然堆積した土壌も含まれていることは当然のことながら予想される。 

⑦本遺物包含層の性格はゴミ捨て場と考えられ、大量の土器・石器・土製品・石製品などの人

為物、各種の遺構の造改築などに伴う地山掘削土、炭化物、焼土、食物残滓などが廃棄されて

いる。 
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２．出土土器の分類 

第１遺物包含層からは、縄文時代後期末～晩期末の土器が多量に出土した。当該期の土器は

第２～４遺物包含層・竪穴住居跡・土壙墓・埋設土器遺構からも出土しているので、これらの

土器も含めて分類することにする。 

分類に用いた土器は、第１遺物包含層出土土器を为体に、実測資料870点・拓本資料約 3500

点である。口縁部・胴部の残存率 1/4以上のものについて実測し、口縁部の残存率 1/4以下・

1/6 以上のもの、もしくは文様のある胴部破片については原則として拓本を取った。ただし、

台付土器の出土点数は尐ないので、台部についてはすべて実測したが、その他の底部について

は実測品で充分補えると考え、実測していない。また、注口部についても原則として実測した。

拓本については不明瞭なものや同一層に同一類型がたくさんある場合、その一部を除き、全体

の約８割を掲載した。したがって、掲載した実測図・拓本で第１遺物包含層出土土器のかなり

の部分が代表されうると考えて頂いて差し支えない。 

従来の知見からみて、第１遺物包含層から出土した土器には型式学的な断絶は認められない

ので、縄文時代後期末～晩期末までの土器を一括して分類することにした。上位の分類基準と

した器形については、深鉢形土器・鉢形土器・浅鉢形土器・皿形土器・壷形土器・注口形土

器・香炉形土器に分類した（以下、それぞれ深鉢・鉢・浅鉢・皿・壷・注口・香炉と略称す

る）。このうち深鉢・鉢・浅鉢・皿については、口径／器高比が１以上のものを深鉢、口径／

器高が１未満～1/2以上のものを鉢、口径／器高が1/2未満～1/3以上のものを浅鉢、口径／器

高が 1/3未満のものを皿に便宜的に分類した。そして、口径／器高比が境界の１・1/2・1/3付

近にあるものについては、それと同一型式に属するものがどの区分により多く含まれているか

検討した上で、その帰属を決定することにした。しかし、結果的に見れば、当初便宜的に分類

した区分と大きく矛盾することなく、深鉢・鉢・浅鉢・皿を分離することができた。なお、台

付土器については台付鉢・台付浅鉢・台付皿が認められ、脚・足付土器については脚・足付浅

鉢が認められた。しかし、それぞれ出土点数も尐なく、台部や脚・足部が付くことを除けば台

部や脚・足部が付かない器形の特徴に共通する部分が多いので、それぞれ台部や脚・足部を除

いた器形に含めて分類することにした。 

以下、深鉢・鉢・浅鉢・皿・壺・注口の項に分類の概要を述べるが、それぞれ右ページに模

式図・左ページにその説明を掲載し、その後に各型式の代表的な実測図・拓本を用いた分類基

準図を掲載した。そして、分類模式図には該当する分類基準図のＮｏ.を付し、細部写真を撮影

したものについては写真図版のＮｏ.も付した。また、分類基準図には、用いた実測図・拓本が

謁載されている図のＮｏ.を付した。 
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３．各層出土の土器 

第４章第１節１（第１遺物包含層の堆積状況とその形成過程）で述べたように、第１遺物包

含層の中央よりやや西側に貯水漕による大きな攪乱があったため、单西部と北西部との層位的

関係は十分には把握できなかった（第 8図）が、65層を介在して北西部と单東部との層位的関

係を良好に把握することができた（第 9図）。また、遺物包含層が形成される以前の旧表土

（Ａ層）が遺物包含層下に広く分布しており（第6図）、Ａ層上面から多くの遺物が出土し、

Ａ層中からも遺物が出土した。Ａ層上面から出土した遺物は何層より古いかは知り得ても、何

層より新しいかわからず、またＡ層中から出土した遺物はＡ層上面よりも古いとしかわからな

い。また、遺物包含層の縁辺部の表土・Ａ層上面・Ａ層中からも遺物が出土した。したがっ

て、これら各層から出土した出土した遺物は、層位的関係からみた場合、次元（資料的価値）

の異なる以下の資料群に分けられる。 

①北西部～单東部の各層（75～64・23～1層）出土の遺物―最も良好な資料 

②北西部のＡ層中、北西部の各層（75～64層）下Ａ層上面、单東部の各層（64・23～1層）下

Ａ層上面出土の遺物―①に次いで良好な資料 

③单東部のＡ層中、单東部のＡ層上面（グリッド卖位取り上げ）出土の遺物 

④单西部の各層（66ｅ2～66ｄ・63～51）出土の遺物 

⑤单西部の各層（66ｅ2～66ｄ・63～51）下Ａ層上面出土の遺物 

⑥单西部のＡ層中、单西部のＡ層上面（グリッド卖位取り上げ）出土の遺物 

⑦北西縁・单西縁のＡ層中・表土下Ａ層上面・表土出土の遺物 

⑧中心部（北西部・单東部・单西部）の表土出土の遺物 

⑨单東縁のＡ層中・表土下Ａ層上面・表土出土の遺物 

⑩北東縁のＡ層中・表土下Ａ層上面・表土出土の遺物 

以下、各層出土の土器を①→⑩の項に掲載し、①・④・⑧～⑩についてはその中でさらにそ

れぞれ層位的に下層のものから上層のものの項に配列した。また、②・⑤についてはＡ層上面

の直上層が下層のものから上層のものになるように配列し、③・⑥についてはゾーン別（第 4

図）に掲載した。 

なお、各層出土の土器図版には観察表を付したので、他では個々の実測図・拓本の説明は省

略した。また、観察表の胎土の頄目については含有物の大きさで4ランクに分け（Ａ＝極めて

微細、Ｂ＝微細、Ｃ＝φ0.5ｍｍ前後、Ｄ＝φ0.5～1ｍｍ以上）、含有物の種類で4分類し（1＝砂

粒を多量に含む、2＝砂粒・微細な海面骨針を多量に含む、3＝砂粒・輝石を多量に含む、4＝砂

粒・雲母を多量に含む）、Ａ1・Ｂ2というように両者の組合せで表示した。 
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４．出土石器の分類 

第１遺物包含層からは合計14,671点の石器、石製品が出土している。その内訳は第17表に示

した（石鏃・石錐・尖頭器・石匙・箆状石器・石斧・および小型磨製品斧は表土出土の点数を

含む）。以下ではその分類についてのみ記し、分析は第６章の考察で行う。 

定形石器 

定形石器は 1040点で、このうち図化したのは石鏃 229点(51％)、石錐 115点(63％)、尖頭

器 120点(50％)、石匙 62点(58％)、箆状石器 19点(45％)、石斧５点(100％)である。この他、

破損の著しいものについては図化せず写真を撮影し、属性を一覧表に示すにとどめた(第 80～

84表) 

 

イ．石鏃 

石鏃としたものは尖頭部をもち、先端部が薄く偏平な石器である。尖頭器としたものに比べ

小型で、鏃身部尖端の平面形は基本的に二等辺三角形をなしている。基部の形態には茎を作出

したもの、えぐりを加えたものなどの変化がみられる。 

第１遺物包含層から出土した石鏃は総数463点である。これらは基部の形態から４類に大別

され、基部の細部の形態によりさらに14類型に細別された。各類型の点数はⅠ類（凸墓）374

点、Ⅱ類（円基）7点、Ⅲ類（平基）3点、(5)類（凹基）45点、破損品その他37点である。この

うちⅠ類のａ～ｄ類は、重さと長・幅の相関から、大・小の２類が識別され、さらにａ，ｂ，

ｄ類では細身のものと幅広のものに分けることができた。大型としたものは長×幅が 15×

27（mm）、重さが1.3（ｇ）前後、小型としたものは長×幅が10×22（mm）、重さが 0.8（ｇ）

前後に集中する（第654・655図）。また、細身としたものは幅／長が１／２以下のもの、幅広

としたものは１／２以上のものである（第655図）。これらを整理すると以下のようになる。 
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Ⅰ類；基部が突出し（凸基）茎部が作出された有茎のもの。 

ａ；鏃身が長く、茎の基部に深いえぐりが入るもの。１；大型で鏃身が細身のもの、

２；大型で鏃身が幅広のもの、３；小型で鏃身が細身のもの、４；小型で鏃身が幅

広のもの。 

ｂ；鏃身が長く、茎基部がわずかにえぐられるもの。１；大型で鏃身が細身のもの、

２；大型で鏃身が幅広のもの、３；小型で鏃身が細身のもの、４；小型で鏃身が幅

広のもの。 

ｃ；鏃身が長く、茎基部がえぐれないもの。１；大型のもの、２；小型のもの。 

ｄ；鏃身が茎よりも短いかまたはほぼ等しく、基部にえぐりが入るもの。１；大型で茎

が細長いもの、２；大型で茎が太く鏃身とほぼ同じ長さのもの、３；小型で茎が細 

ｅ；鏃身が茎よりも短く、茎基部がわずかにえぐれるものである。 

ｆ；茎が短小で、茎基部がわずかにえぐれるもの。 

Ⅱ類；基部が半円形（円基）を呈する無茎のもの。 

Ⅲ類；基部が直線的（平基）に加工された無茎のもの。 

ａ；鏃身の両側縁が外湾するもの。 

ｂ；鏃身の両側縁が直線的で、平面形が二等辺三角形を呈するもの。 

Ⅳ類；基部にえぐりが加えられ内湾部（凹基）が作出された無茎のもの。 

ａ；側縁部とえぐり部がいずれも直線的で、鋭い逆刺が付くもの。 

ｂ；側縁部が直線的で、基部のえぐりが浅く湾曲するもの。 

ｃ；側縁部が丸みをもって湾曲し、基部のえぐりは浅く湾曲するもの。 

ｄ；側縁部が丸みをもって湾曲し、基部のえぐりは深く湾曲するもの。 

ｅ；基部のえぐりの他にその左右両端にもえぐりが入り、基部に二つの小突起部が作出

されたもの。 

 

ロ．石 錐 

尖頭部をもち、その断面形が三角形もしくは四角形を呈する石器である。形態的に厳密な定義

はされていないが、機能的には尖頭部の回転運動を用いた穿孔などの作業に使用されたと考え

られる石器である。 

第１遺物包含層から出土した石錐は総数166点である。これらは両端が尖り全体形が棒状を

なすもの（Ⅰ類）と、つまみ部をもちその一端に尖頭部が作出されたもの（Ⅱ類）とに大別さ

れる。前者は両尖端の中間部の形状により４類に分けることができた。後者はつまみ部の形状

から２類にわけられ、さらに尖端部（錐部）の形状によって３類に細分された。 
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Ⅰ類；尖頭部が両端にあるもの。 

ａ；棒状で細身のもの。 

ｂ；棒状で幅の広いもの。 

ｃ；基部側の幅が広くなるもの。 

ｄ；中程がふくらむもの。 

Ⅱ類；尖頭部が一端にあり「つまみ部」が付くもの。 

ａ；つまみ部と錐部の境が明瞭なもの。 

１；錐部が細く長いもの。 

２；錐部が太く短いもの。 

ｂ；つまみ部と錐部の境が漸移的で不明瞭なもの。 

１；つまみ部を作出したもの。 

２；細長い小型の剥片の一端に尖端部を作出したもの。 

３；不定形で大型の剥片の一端に尖端部を作出したもの。 

ハ.尖頭器 

石錐に比べ、角度の大きな尖頭部をもち、石鏃に比べ大型で厚みのある石器を尖頭器とし

た。形態や大きさは多様で、尖頭部の作出が不明確なものも含まれている。これらの中には

「石槍」・「削器」と称されるものに類似したものも包括されているが、機能的な定義が困難

であるため尖頭器として一括した。 

第一遺物包含層から出土した尖頭器は総数241点である。これらは、左右の形態や加工がほ

ぼ対称なもの（Ⅰ類）と、左右が非対称なもの（Ⅱ類）とに大別される。また、それぞれには

両端が尖るもの（ａ類）と一端が尖るもの（ｂ類）とがみられる。そしてこれらは基部や側縁

部の形状から11類型に細別された。さらに重さと長・幅の相関から、Ⅰ類では細身のもの（イ

類）と幅広のもの（ロ類）に、Ⅱ類では小型のもの（イ類）と大型のもの（ロ類）に分けるこ

とができた（第663～665図）。これらを整理すると以下のようになる。 

Ⅰ類；左右の形状がほぼ対称なもの。 

ａ；両端が尖るもの。 

１；基部の側縁が直線的で菱形を呈するもの。イ；細身のもの、 

ロ；幅広のもの。 

２；基部の側縁が外湾し木葉形を呈するもの。 

３；基部の側縁が内湾するもの。イ；細身のもの、ロ；幅広のもの。 

ｂ；一端が尖るもの。 

１；基部が円いもの。イ；幅広のもの、ロ；細身のもの。 
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２；基部が平らなもの。 

Ⅱ類；左右が非対称なもの。 

ａ；両端が尖るもの。 

１；一側縁が直線的に張り出すもの。 

２；一側縁が外湾して張り出すもの。イ；小型のもの、ロ；大型のも

の。 

３；側縁が不規則なもの。イ；小型のもの、ロ；大型のもの。 

ｂ；一端が尖るもの。 

１；基部が円いもの。イ；小型のもの、ロ；大型のもの、とがある。 

２；基部が直線的なもの。 

３；基部が細長く延びるもの。 

 

ニ．石 匙 

両側辺からえぐりを入れることにより作出されたつまみ部を有し、刃部と判断できる縁辺を

もつ石器である。 

第１遺物包含層から出土した石匙は総数 112点である。これらの中には、縁辺にスクレイ

パー状の加工を施し刃部としたもの（Ⅰ・Ⅱ類）と、つまみ部以外の縁辺に加工がなく、使用

による刃こぼれとみられる連続する微細な剥離がみられるもの（Ⅲ類）とがある。後者は鋭利

な縁辺を有する剥片を利用し、その一端につまみ部のみを作出した簡卖な作りのもので一様に

小型であるが、形態は多様性に富み、刃部の位置・形状は千差万別である。前者はつまみ部に

対する刃部の位置・形状・角度にいくつかの変化がみられる。まず刃部の位置では、縦に長い

刃部が付くもの（Ⅰ類）と、横に長い刃部が付くもの（Ⅱ類）とに大別される。それぞれには

刃部の尖端が尖る形態のもの（ｂ類）と劣らないもの（ａ類）とがみられ、つまみ部に対する

刃部の角度や形状・大きさなどから８類型に細別される。これにⅢ類を加え合計９類型に分類

される。 

Ⅰ類；縦方向に長い刃部が作出されたもの。 

ａ；末端が劣らないもの。 

１；刃部がつまみ部にたいして縦位に付くもの。 

２；刃部がつまみ部にたいして斜位に付くもの。 

ｂ；末端が尖るもの。 

１；大きく外湾する刃部が付くもの。 

２；刃部がつまみ部にたいして斜位に付くもの。 
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Ⅱ類；横方向に長い刃部が作出されたもの。 

ａ；平面形が細長い楕円形を呈し、刃部がつまみ部にたいして横位に付くもの。 

ｂ；平面形が台形を呈するもの。 

１；つまみ部にたいして刃部が横位に付くもの。 

２；つまみ部にたいして刃部が斜位に付くもの。イ；大型のもの、 

ロ；小型のもの。 

Ⅲ類；素材の第一次剥離面の一部を刃部として利用したもの。 

 

ホ．箆状石器 

細長い打製の石器で、一端に長軸に直交する刃部が作出されている。両側縁が基部側から刃

部側に向って開き、最大幅は刃部付近にある。断面形はかまぼこ形を呈し厚みのある石器であ

る。なお、形態的に箆状石器に類似しながら刃部のみが長軸に対し斜位に付く石器がある。こ

れらも箆状石器類品としてここで一括して記述に加える。 

第１遺物包含層から出土した箆状石器・箆状石器類品は総数点である。箆状石器は大型のも

の（Ⅰ類）と小型のもの（Ⅱ類・箆状石器類品）とがある。Ⅰ類は側辺部の形状によって三類

に分けられる。後者はいずれも微細な加工により全面を入念に整形した小型の石器である。な

お箆状石器類品もいずれも小型である。以上のように箆状石器は４類型に分けられ、さらに箆

状石器類品を加え合計５類型に分けられる。 

Ⅰ類；大型のもの 

ａ類；側辺が直線的で刃部側に向かってわずかに開く細長い形態のもの。 

ｂ類；側辺が外湾しつつ開き全体が楕円形に近い形態のもの。 

ｃ類；基部が尖り、刃部に向かって側辺が直線的もしくは内湾気味に開き、バチ状

の形態を呈するもの。 

Ⅱ類；小型のもの 

箆状石器類品；刃部が長軸に対し斜位に付くが、形態的に箆状石器に類似した石器。 

 

へ．打製石斧 

細長い打製の石器で大きさはいずれも10ｃｍを越える大型の石器である。末端に外傍した刃

部が作出されている。平面形態は刃部に向かって開く細長い台形のもの（Ⅰ類）と楕円形（Ⅱ

類）とがある。断面形はⅠ類がレンズ状で、Ⅱ類は偏平である。なお、Ⅰ類は形態的に箆状石

器に類似しているが大きさ、断面形、加工方法などに相違がある。 

包含層から出土した打製石斧は総数５点である。Ⅰ類が３点、Ⅱ類は２点である。 
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楔形石器 

対向する縁辺から、バルブが発達せずリングの密な二次加工や末端がステップ状の二次加工

が施されるもので、両極打法によったとおもわれる剥離面（両極剥離痕）が認められるものを

楔形石器とした。平面形態は方形状を呈することが多い。 

楔形石器は両極剥離の施された対向する縁辺の状況により八つの類型に分類できた。(2)類

から(7)類は対向する縁辺は一対であり、Ⅶ類、Ⅷ類は二対である。 

Ⅰ類：線状－線状 

Ⅱ類：線状－平坦面 

Ⅲ類：線状－点状 

Ⅳ類：平坦面－平坦面 

Ⅴ類：平坦面－点状 

Ⅵ類：点状－点状 

Ⅶ類：線状－線状・線状－平坦面 

Ⅷ類：線状－平坦面・平坦面－平坦面 

 

不定形石器 

二次加工の施された石器の中で、定形的な石器（石鏃・尖頭器・石錐・石匙・箆状石器）お

よびそれらの破損品、未成品を除いたものを不定形石器として一括した。そしてこれらを、加

工の状況や平面形態によって分類した。その分類と細分基準などを以下に記す。 

○不定形石器Ⅰ類 

スクレイパー：スクレイパー・エッジ（バルブの発達しない平坦で奥まで入る幅の狭い剥離

が縁辺に重なって連続するもの）を有する石器。 

大別基準 

刃部形態 

Ａ・直刃 

Ｂ・凸刃 

Ｃ・尖刃 

Ｄ・円刃 

Ｅ・凹刃 
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細別基準 

器体に対する加工部位 

１・サイド…長軸に対して平行な刃部が形成されるもの 

２・エンド…長軸に対して直行する刃部が形成されるもの 

３・斜行…長軸に対して斜行する刃部が形成されるもの 

加工のあり方 

ａ・片刃 

ｂ・両刃 

○不定形石器Ⅱ類 

鋸歯縁石器：二次加工の施された縁辺が鋸歯状を呈する石器。細分基準は不定形石器Ⅰ類に

準拠する。ただし加工のあり方は片刃のみである。 

○不定形石器Ⅲ類 

抉入石器：二次加工の施された縁辺がノッチ状を呈する石器。 

大別基準 

Ａ・長軸に対し平行もしくはそれに近い角度で刃部が形成されるもの。平面形態は縦長

を呈する。 

Ｂ・長軸に対し直角もしくはそれに近い角度で刃部が形成されるもの。 

Ａの細別基準 

１・先端の尖らないもの。 

２・先端の尖るもの。刃部が先端近くにある。 

３・正方形に近いもの。 

○不定形石器Ⅳ類 

部分交互剥離石器：器体の一部分に施された二次加工が交互剥離状を呈する石器。加工はか

なり大まかであり、その点で不定形石器Ⅰ類（スクレイパー）や不定形石器Ⅻ類（部分両面

加工石器）とは区別される。細分基準は不定形石器Ⅰ類に準拠する。ただし刃部形態には、直

刃、凸刃、尖刃しか認められない。 

○不定形石器Ⅴ類 

粗面加工石器：粗い面的加工が両面に施された石器。尖頭器状を呈するものがあるが、尖頭

器とは加工の大きさ、精緻さによって区別される。 

Ａ・平面形態が尖頭器状を呈するもの。 

Ｂ・ 〃   亀甲状を呈するもの。 

Ｃ・ 〃   縦長状を呈するもの。 

Ｄ・ 〃   方形状を呈するもの。 
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○不定形石器Ⅵ類 

トランシェ様石器：長軸に直交する鋭い縁辺を残し、それを挟む二側辺に二次加工もしくは

器体の表裏面に対して急角度な平坦面の認められる石器。 

大別基準 

平面形態 

Ａ・台形状を呈するもの。 

Ｂ・三角形状を呈するもの。 

細別基準 

両側辺、基部の加工状況 

１・両側辺に通常の二次加工の施されたもの。 

２・一側辺に通常の二次加工が施され、他側辺に急角度な面の認められるもの。二次加

工は両面に施されることもある。また急角度な面からも二次加工の施されることも

ある。 

３・両側辺の急角度な面から二次加工の施されたもの。 

４・基部に二次加工の施されたもの。 

○不定形石器Ⅶ類 

尖頭状石器：素材の一端に尖頭部を作出した石器。先端部の断面が大きな三角形状を呈する

ものがあるが、平面形態は石錐ほど鋭くない。 

Ａ・周辺の両面に加工の施されたもの。 

Ｂ・剥片の背面側に加工の施されたもの。 

Ｃ・ 〃 腹面側    〃 

Ｄ・錯向剥離の施されたもの。 

○不定形石器Ⅷ類 

撥形石器：平面形態が撥形を呈する石器で、短辺には二次加工か急角度の平坦な面が認めら

れる。短辺に鋭い一次剥離面がない点でトランシェ様石器と区別される。 

大別基準 

短辺の加工状況 

Ａ・短辺に通常の二次加工の施されたもの。 

Ｂ・短辺の急角度な面から二次加工の施されたもの。 
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細別基準 

両側辺の加工状況 

１・両側辺に急角度な面の認められるもの。急角度な面からは加工の施されるものが多

い。 

２・一側辺に二次加工が施され、他側辺に急角度面の認められるもの。二次加工は両面

に施されることもあり、急角度な面からも二次加工の施されることもある。 

３・両側辺に通常の二次加工の施されたもの。 

○不定形石器Ⅸ類 

小型円形周辺加工石器：大きさが 3.5ｃｍ以下で平面形態は楕円形を呈し、周辺の両面に急

角度で浅く精緻な二次加工の施された石器。 

点数が尐なく有意なまとまりも認められないため細分はしていない。 

○不定形石器Ⅹ類 

部分急角度粗加工石器：粗く急角度で比較的大きな剥離が剥片の一部に施された石器。細分

基準は不定形石器Ⅰ類に準拠する。ただし加工のあり方は片刃のみである。 

○不定形石器ⅩⅠ類 

急角度細加工石器：急角度の細かい二次加工の施された石器。 

Ａ・長軸に沿った一側辺に二次加工の施されたもの。 

Ｂ・長軸に直交する短辺に二次加工の施されたもの。 

Ｃ・二側辺に二次加工の施されたもの。 

Ｄ・周辺に二次加工の施されたもの。 

○不定形石器ⅩⅡ類 

部分両面加工石器：剥片の一部分に両面加工の施された石器。両面加工の石器に施される様

な精緻な加工が施される点で不定形石器Ⅰ類（スクレイパー）や不定形石器Ⅳ類（部分交互剥

離石器）とは区別される。 

Ａ・一側辺に両面加工が施され、他側辺にも加工の施されたもの。 

Ｂ・一側辺にのみ両面加工が施され、他側辺には加工は施されていないもの。 

○不定形石器ⅩⅢ類 

バルブ除去石器：剥片の腹面側に加工を施しバルブを除去した石器。 

点数が尐なく有意なまとまりも認められないため細分はしていない。 

○不定形石器ⅩⅣ類 

折断後調整石器：剥片を折断した後、その折断面から二次加工の施された石器。また、折断

していないものでも折断面相当の急角度の平坦面から二次加工の施されたものも含めた。 
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大別基準 

二次加工の施された部位 

Ａ・背面に二次加工（折断を除く…以下同様）の施されたもの。 

Ｂ・腹面     〃 

Ｃ・背腹両面   〃 

Ｄ・小口     〃 

Ｂの細別基準 

１・折断面が器体の長軸に平行し縁辺に鋭い一次剥離面を残すもの。 

２・斜行。 

○不定形石器ⅩⅤ類 

その他：加工状況、形態などにまとまりのみられないものをその他として一括した。 

 

石核 

Ⅰ類 石核の周縁から中心に向かって求心的に剥片剥離のなされたもの 

Ａ 周縁に打面である平坦面を残し、板状を呈するもの 

Ｂ 打面と作業面を交互に入れ替えるため周縁が鋭く、円盤状を呈するもの 

Ⅱ類 多打面から剥片が剥離され、多面体を呈するもの 

Ⅲ類 一つの打面から連続的に剥片剥離のなされたもの 横長の板状を呈する 

Ⅳ類 チョッピング・トゥール状を呈するもの 

 

礫石器 

礫石器の分類は石皿を除いて使用痕の組み合わせによりおこなった。使用痕には磨面、敲打

痕状の凹み、凹み、敲打痕、溝状の凹み、の五つが認められる。敲打痕状の凹みとは石器の表

裏面に認められるもので、敲打痕が部分的に集中してわずかに凹み状を呈するものである。凹

みとの区別が困難な場合もあるが、凹みに比べて浅く、凹みのように中心が明確なＶ字状を呈

さない。敲打痕状の凹みは以下、敲凹と記す。 

Ⅰ類  磨面 

Ⅱ類  磨面＋敲凹 

Ⅲ類  磨面＋凹み 

Ⅳ類  磨面＋敲凹＋凹み 

Ⅴ類  磨面＋敲打 

Ⅵ類  磨面＋敲凹＋敲打 
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Ⅶ類  磨面＋凹み＋敲打 

Ⅷ類  磨面＋敲凹＋凹み＋敲打 

Ⅸ類  凹み 

Ⅹ類  敲打 

ⅩⅠ類 石皿 

ⅩⅡ類 溝状の凹み（砥石） 

 

磨製石斧 

磨製石斧は後述するように、破損しているもの、再加工、再利用されているものが多く、磨

製石斧として完形品といえるものはごく僅かである。したがって厳密な分類は成し得ないが、

以下のように分類を行った。 

Ⅰ類：両側縁が基部に向かって収斂するもの。最大幅が刃部付近にあり、基部がやや尖って

厚さと幅が等しくなるものである。 

Ⅱ類：両側縁がほぼ平行するもの。基部は尖らず偏平である。 

 

小型磨製石斧 

小型磨製石斧は、磨製石斧と同様の形態を呈するが、長さ６ｃｍ・幅３ｃｍ・重さ 15ｇ以

下の小型品であり、第１遺物包含層及びその表土からのみ９点出土している。 

形態的に、Ⅰ類：撥型を呈し幅広のもの、Ⅱ類：短冊型を呈し細長いもの、の２類型に分け

られる。６は他のⅡ類に比べてやや大型であるが、両側縁が平行するため(3)類と考えられる。 

 

５ 各層出土の石器 

第１遺物包含層出土の石器を掲載していく。項番は器種・類型毎に、土器と同一の基準（89

ページ参照）により、出土層位の下層から上層の項に掲載していくことにする。 

なお、石器の属性や特徴については各図版の下に観察表を付したので、個別の説明は省略し

た。 
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第２節 第２遺物包含層とその出土遺物（第434図～第438図） 

調査区北東端にある急な北斜面で第２遺物包含層が発見された。包含層はＣＫ～ＤＡ－28～

35区の広い範囲に分布し、その大きさは東西約 34ｍ、单北約 16ｍ、面積は約 450㎡ある。調

査は平面的に分布範囲を押さえる一方、包含層が形成された時期やその堆積状況などを把握す

るため、傾斜に沿って任意の地点に約１ｍ四方の狭い試掘坑を設け、それらを観察した（この

方法は後述する第３遺物包含層についても同様である）。 

基本層位：調査の結果、層は北に傾斜する地山に沿って堆積している。試掘坑部分の層は

８枚あり、基本的には黒色・暗褐色土層とが互層になっている。層厚は最大で約 1.2ｍある。

第１～３層は狭い範囲ではあるが過って機械で破壊した部分である。第４層は暗褐色シルト層、

炭化物混じりの黒色土層が不均質に混入している。第５層は炭化物を含む黒色シルト層。なお､

この層の上面で薄い炭化物層が狭い範囲に分布していた。第６層は炭化物で、比較的厚く堆積

している。第７層は極暗褐色シルト層、粘性が強く人頭大の礫が多く混入している。第８層は黒

褐色シルト層、粘性が強く人頭大の礫が多く混入している。第７・８層上面から多くの遺物が

出土している。 

以上のように、試掘坑の調査ではあるが大形破片や完形に近い土器が出土し、層理面に並ん

でいるものが多い。さらには、人為的な堆積物と考えられる炭化物層や黒色・暗褐色土層が互

層になって堆積している。このようなことから、廃棄の場所としての遺物包含層と考えられる｡

なお、発見された遺物はⅢ期（後期末～晩期前葉大洞Ｂ式）の土器である。 
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第３節 第３遺物包含層とその出土遺物（第439図～第445図） 

調査区中央部寄りの大きな沢に面した北斜面で第３遺物包含層が発見された。包含層はＢＲ

～ＣＤ－36～41区の範囲に分布し、その大きさは東西約 23ｍ、单北約 12ｍ、面積約 210㎡あ

る。調査の方法は第２遺物包含層と同様に、任意の地点に約１ｍ四方の狭い試掘坑を設けた。 

基本層位：調査の結果、層は緩やかに北に傾斜する地山に沿って堆積している。試掘坑部

分の層は６枚で、層厚は 70～90cm ある。第１層は攪乱層、第２～５層は黒褐色シルト層、風

化岩片が混入している。第６層は極暗褐色シルト層、炭化物や礫が混入している。第７層は黒

褐色シルト層、炭化物や風化岩片が混入している。第２～７層が遺物包含層で、大型の破片や

完形に近い土器が破損した状態で出土している。この様な点から、廃棄の場として形成された

遺物包含層と考えられる。出土した遺物には縄文土器・石匙・箆状石器・石核・不定形石器・

磨製石斧・円盤状石製品などがある。これらの遺物はⅥ・Ⅶ期（晩期中葉大洞Ｃ2式旧段階～

大洞Ａ式にかけての移行期）のものと考えられる。 
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第４節 第４遺物包含層とその出土遺物（第446図～第467図） 

調査区東端の緩斜面に形成されている。その分布範囲はＣＯ～ＣＳ－39～43区にあり、大きさ

は東西約21ｍ、单北約12ｍ、面積約180㎡である。確認時、包含層の西側に小さな沢が入り、

マウンド状になっていた。しかし、調査の進行に連れ、包含層の堆積土は東へ緩やかに傾斜す

る地山に沿って堆積している。さらには、西側でも東に傾斜する地山に沿って堆積し、沢に向

かって堆積していない。このことから、包含層の形成後に沢が入り込んで、包含層の西側部分

を削平したものと思われる。その結果、包含層部分がマウンド状に残ったものと推定される。 

基本層位：表土下の２～５層が遺物包含層で、暗褐色・黒褐色土層が互層になって堆積し

ている。第２層は暗褐色シルト層、しまりがなく炭化物や礫を含む。全体に堆積し、東端では

地山の上にのっている。第３層は暗褐色土層をわずかに含む黒褐色シルト層。ＣＯ・ＣＱ－40・

41区の狭い範囲に薄く堆積している。第４層は暗褐色シルト層、第３層の分布範囲とほぼ同様

な範囲ではあるが、ＣＲ・ＣＳ列の第２層との上・下関係、あるいは同一層なのかは把握でき

なかった。第５層は黒褐色シルト層、炭化物多量・礫を含む。地山の上に堆積している。 

以上の第２～５層から、多くの人工遺物や自然遺物（炭化したオニグルミ写真図版 210－17）

が出土している。特に、第４・５層の上面から多くの遺物が出土している。 

土器は全体的な量から見れば、小破片のものが多く、層理面に並ぶものも尐ない。しかし、

大形の破片や関係に近い土器が破損した状態で出土しているこのことから、廃棄の結果、形成

された遺物包含層と考えられる。 

出土遺物には縄文土器・土偶・耳飾り・円盤状土製品と石鏃・石匙・石錐・尖頭器・石核・

不定形石器・磨製石斧・磨石・凹石・円盤状石製品などがある。これらの遺物はⅢ・Ⅳ期（後

期末～晩期前葉大洞ＢＣ式）のものと考えられる。 

この他、遺物包含層の２層上面で第６～９埋設土器遺構、包含層下の地山面で第 21 住居跡

が確認された。 

なお、一部グリッド別に遺物を取り上げたところもあるため、層の対比を示しておく。 
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第５節 竪穴住居跡とその出土遺物 

第１住居跡 （第468図～第 471図） 

遺構の概要：ＡＯ・ＡＰ－43・44区の地山面で炉とピットだけを確認した。炉掘り込み部が

焼け面を切っている。また、第 22住居跡とは直接の切り合いがないが、位置的な関係やさらに

は第 22住居炉が人為的に埋められていたことから、それよりも新しい可能性がある。炉は石組

部（閉鎖：35×25cm）・敷石石組部Ⅰ（閉鎖：30×30cm）・敷石石組部Ⅱ（60×65cm）・掘り

込み部（110×90cm）からなる石組複式炉である。石組部・敷石石組部Ⅰの側壁は平らで大き

な石をほぼ直立に据え、方形に配置している。石組部と敷石石組部Ⅰの境は平らな石１個を立

てて区画している。敷石石組部Ⅰの底面には縄文土器の胴部破片が一部敷かれていた。敷石石

組部Ⅱは略方形で平らな石を密に敷き並べている。底面は石組部から敷石石組部に向かって緩

やかに傾斜し、掘り込み部でわずかに高くなる。石組部・敷石石組部の底面と側壁の石は火熱

を受け赤変している。なお、炉の周辺で比較的多くのピットを確認した。その結果、深さ・配

置等から炉の左右対象の位置にあるＰ1・Ｐ2は住居に伴う柱穴と考えられるが、その他のピッ

トについては配置・深さ等から住居に伴うピットかどうかは明らかにすることができなかった。

炉内から尐量の縄文土器と石鏃・石錐・尖頭器・石匙・楔形石器・不定形石器が出土している｡

住居の時期は出土した土器より縄文中期後葉の大木９式に相当する。 

第22住居跡 （第468図～第 471図） 

遺構の確認・重複：ＡＯ～ＡＱ－43・44区の地山面で、炉とその周辺部だけを確認した。第

１住居跡よりも古く、炉先端部にある焼け面より新しい。 

平面形：残存する单東壁の状況から円形と推定される。削平のため規模は不明である。 

堆積土：部分的に壁際に堆積しているが、大部分は炉内に堆積している。炉内の１・２層は

上部にあり、人為的に埋められている。その下層の３～10層は为に炭化物や焼土層が互層に

なっており、住居使用時かあるいは廃棄直前の堆積土と考えられる。 

壁：单東側に一部認められる。壁高は床面から約５cmある。 

床面：炉の周辺部と单東壁沿いに残存し、地山を掘り込んでそのまま床としている。床面は

一部、地山に含まれる礫が露出しているところもあり、凹凸がある。 

柱穴：住居に伴うと思われるピットは８個である。炉の中軸延長線上にＰ3・Ｐ7、その左側

にＰ4・Ｐ5・Ｐ6、右側にＰ10・Ｐ9・Ｐ8 が左右対称になって規則的に配置されている。この

ことから、これらのピットは柱穴と考えられる。 

周溝：構築されていない。 

炉：住居中央部と推定される部分から单側に設置されている。長軸約 1.2ｍ、最大幅約 1.3ｍ

で釣鐘形をしている。炉は土器埋設石囲部(30×25cm)・敷石石組部(70×40cm)・掘り込み部 
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（100×130cm）からなる土器埋設石組複式炉である。土器埋設石囲部は敷石石組部に接してい

る。埋設土器は径約30cm程の口縁と底部を欠いた深鉢が正位の状態で据えられ、その周囲には

10cm前後の角礫を敷き並べている。敷石石組部は長方形で、側壁は偏平で大きな石を斜に据え、

底面には小さな石を敷き並べている。底面は平坦である。掘り込み部は住居壁に接し、撥形を

している。底面は敷石石組部底面より約10cm高く、皿状に窪む。敷石石組部の側壁・底面の石

は火熱を受け赤変している。 

出土遺物・時期：炉の埋設土器と底面から尐量の遺物が出土している。図示できたものは縄

文土器と石鏃・石錐である。出土土器から住居の構築時期は縄文中期後葉の大木９式に相当す

る。 
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第2住居跡 （第472図～第 473図） 

遺構の概要：ＣＱ～ＣＲ－41・42区の地山面で、炉だけを確認した。炉は一部削平されてい

る。不明な点もあるが、残存部分から推定して、土器埋設部・石組部（65×35cm）・掘り込

み部（100×90cm）からなる土器埋設石組複式炉と思われる。土器埋設部は石組部に接してい

る。埋設土器は径約 30cmの深鉢の胴部を直立に据えている。土器の周りで石の抜き取り痕と

思われるような落ち込みを２か所確認したが、これ以外に落ち込みや配石なども見られないこ

とから、本来土器の周りに石は並べられていなかったと思われる。石組部と掘り込み部の境は

平らな石を並べて区画している。それらの底面は皿状で、僅かに窪む。石組部やその底面・石

組部と埋設土器の境は熱を受けた痕跡が認められた。なお、土器内には焼土や炭化物は認めら

れなかった。炉の周囲で３個のピットを確認したが、住居跡に伴うものか否かは特定できなか

った。炉内から尐量の縄文土器が出土している。出土土器から住居の構築時期は縄文中期後葉

の大木９式に相当する。 
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第3住居跡 （第474図） 

遺構の確認：ＢＣ－44・45区の地山面で確認した。 

平面形：径約３ｍの円形である。 

堆積土：堆積土は３層認められる。１層は住居中央部の狭い範囲、２層は北西側の一部を除

き住居全域、３層は床面を覆う住居全域に分布している。いずれも自然流入土である。 

壁：外傾する所もあるが、全体としては急角度で立ち上がる。壁面は攪乱も尐なく保存が良

い。壁高は最も保存の良い西側で床面から約25cmある。 

床面：住居壁沿いは地山を掘り込んで床とし、それ以外では暗褐色土層を貼って床としてい

る。床面は多尐凹凸した面となっている。 

柱穴：住居壁沿いに 27個のピットを検出した。これらのピットのうち、Ｐ4・Ｐ8～Ｐ15か

ら柱痕跡が認められた。ピットの掘り方は径約８～25cmの小さなもので、円形や楕円形を呈し

ている。掘り方は大部分が床面に対して内傾している。これらのピットは配列間隔がやや不規

則であるが、壁沿いに一列に並ぶことから壁柱穴と考えられる。なお、北側にあるＰ1 とＰ27

間の距離は他のピット間の間隔よりも広く約90cmある。このことから、この部分が出入り口部

と考えられる。 
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周溝：構築されていない。 

炉：住居中央部からやや東寄りに付設されている。炉は 50×60cm の石囲炉（卖式炉）で单側

が開口している。石囲いに使用され石は約20cm前後の平らな石で半円状に一列に立て並べてい

る。底面は緩やかに窪む。炉石・底面は赤変し、固く焼けている。 

出土遺物・時期：堆積土中から尐量の遺物が出土している。図示できたものは縄文土器（胴

部破片）と石核である。出土土器から住居の構築時期は縄文中期後葉の大木９式に相当する。 

 

第4住居跡 （第475図～第 476図） 

遺構の確認・重複・増改築：ＢＤ・ＢＥ－42・43区の地山面で確認した。東側の床面は削平

されている。複数の炉の存在から増改築も考えられたが、平面形・柱穴の配置・床面の状況な

どから増改築はないと思われる。 

平面形：長軸の現存長約4.4ｍ、短軸約4.5ｍで円形と推定される。 

堆積土：住居内堆積土は４層認められる。１・２層は住居中央部の広い範囲、３層は壁沿い

の狭い範囲、４層は炉の下部に分布している。いずれも自然流入土である。 

壁：壁は急角度で立ち上がり、最も保存の良い西側壁で床面から約30cmある。 
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床面：地山を掘り込んでそのまま床としている。床面は平坦で固い。 

柱穴：住層内から７個のピットが検出された。これらのピットは形・深さ等の点で不揃いが

あるが、炉の中軸延長線上にＰ1、その左側にＰ5・Ｐ3・Ｐ6右側にＰ4・Ｐ2・Ｐ7が左右対称

になって規則的に配置されている。このことから、これらのピットは柱穴と考えられる。 

周溝：構築されていない。 

炉：２基の炉が確認された。１号炉は住居中央部から单側に付設されている。長軸約 1.8ｍ、

最大幅約 1.1ｍで釣鐘形をしている。炉は石組部と掘り込み部からなる石組複式炉である。石

組部は 15～30cmの石を一列に組んでいる。さらに、その先端部には小さな石を積んでいる。底

面は床面より約20cm低い。炉石は先端部から中央部まで火熱を受けている。特に、奥壁の石が

著しい。一方、底面

はほとんど焼けた痕

跡が認められない。 

２号炉は１号炉の

先端部右脇に接して

設置されている。炉

は石囲炉（卖式炉）

で一方が開口してい

る。底面は床面との

比高差がなく、同一

面にある。炉石・底

面は火熱を受けてい

る。特に、底面東側

ほど良く焼けている。 

出土遺物・時期：

床面・炉内・ピッ

ト・堆積土から尐量

の遺物が出土して

いる。このうち、図

示できたものは縄文土器（口縁・胴部

破片）と不定形石器である。出土土器

から住居の構築時期は縄文中期後葉

の大木９式に相当する。 
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第5住居跡 （第477図～第 478図） 

遺構の概要：ＢＣ・ＢＤ－46・47区で炉跡を確認したが、削平が著しいため平面形・規模な

どは不明である。炉の北側でピット１個を検出した。掘り方は30×40cmの楕円形で、径約10cm

の柱痕が認められた。周囲には組み合うピットもなく、住居に伴うかどうかは不明である。炉

の周辺には炉石が散乱し一部破壊されているが、土器埋設石囲部・石組部（閉鎖）からなる土

器埋設石組複式炉と推定される。土器埋設石囲部は石組部に接している。埋設土器は口径約

25cmの底部を欠いた深鉢が正位の状態に据えられている。土器下部は平らな石に上に乗ってい

る。北半では土器の周辺に小さな石が一列に並んでいるが、单半は破壊されているため残ってい

ない。本来は土器の周囲に小さな石が一列に並ぶものと思われる。石組部と埋設土器との境の石

が抜き取られているが、石組部は20×30cmの方形をしている。石組部は平らで大きな石を斜に 
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据えている。底面は埋設土器の底面より約15cm高く、末端が僅かに窪む。埋設土器・石組部や

それらの底面は火熱を受けている。埋設土器の下部には多量の炭化物が堆積していた。出土遺

物には炉の埋設土器があり、縄文中期末の大木10式に相当する。 
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第6住居跡 （第479図～第 502図） 

遺構の確認・重複・増改築：ＢＦ・ＢＧ－43～45区の地山面で確認した。北側は削平を受けて

いるため、壁・床などは残っていない。单西部の壁沿いは第５土壙に切られている。北東部は

第７住居跡と接しているが新旧関係は不明である。２基の炉の存在から増改築の可能性も考え

られたが、それについてはよくわからない。 

平面形：長軸の現存長約6.8ｍ、短軸約6.0ｍで円形と推定される。 

堆積土：住居内堆積土は９層認められる。１～５層は炉内、６層は住居全域の床面、７・８

層は壁沿いの狭い範囲、９層は埋設土器内に堆積し、いずれも自然流入土である。 

壁：やや外傾して立ち上がり、最も保存の良い西側壁で床面から約 29cm ある。单側では炉

の掘り込み部の壁と一致し、この部分での残存高は17～25cmである。 

床面：地山を掘り込んでそのまま床としている。床面はほぼ平坦である。 

柱穴：住居内から８個のピットが検出された。いずれのピットからも柱痕跡が認められた。

ピットの配置を見ると炉の中軸線を軸として、左側にＰ1・Ｐ3・Ｐ5・Ｐ7、右側にＰ2・Ｐ4・

Ｐ6・Ｐ8が２個１対の形で左右対称に規則的に配列されている。このことから、これらにピッ

トは柱穴と考えられる。 

周溝：Ｐ4～Ｐ7の間に上幅 20～30cm、深さ約 25cm、断面Ｕ字形の周溝が確認された。この周

溝はピットによって切られている。古い住居跡の周溝の可能性も考えられる。 

炉：２基の炉が確認された。１号炉は住居中央部より单側に付設されている。長軸約 3.0ｍ､

最大幅約 4.9ｍで「 」字形をしている。炉は土器埋設部(径約 25cm)・石組部Ⅰ(閉鎖：45×

90cm)・石組部Ⅱ（開放：50×100cm）・掘り込み部（1.8×4.9ｍ）からなる土器埋設石組複式炉

である。埋設土器は炉中軸線上にあり、石組部Ⅰの先端に接している。土器は深鉢の胴部で正

位の状態に据えている。石組部Ⅰ・Ⅱは偏平で大きな石を斜に据え、「∩」字形に並べている。

さらに、その上に小さな石を数段積み重ねている。また、掘り込み部の肩部にも石が積み重ね

られている。石組部Ⅰ・Ⅱの境は偏平な石を３個横に並べ、それを区画している。底面は石組

部Ⅰから掘り込み部に向かって緩やかに傾斜している。掘り込み部の底面は浅く皿状に窪む。

中央部の最も窪んだ部分（45×60cm）に剥片が集中して出土した。石組部及びその底面は火熱

を受けている。特に、石組部Ⅱの両側壁石には亀裂が入っているものがある。 

２号炉はＰ5の北側約 50cmに位置している。炉は３個の偏平な石をコ字状に据えた石囲炉

（卖式炉：50×50cm）で、西側が開口している。底面はほぼ床面と同一面にあり、浅く皿状に

窪む。石組部及びその底面は焼けて赤変している。 

出土遺物・時期：炉・掘り込み部・堆積土中から比較的多くの遺物が出土している。図示で

きたものは縄文土器（口縁・胴部資料）と石器（不定形石器・砕片と石核からなる一括資料・ 
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磨石・磨凹石）である。出土土器から住居の構築時期は縄文中期後葉の大木９式に相当する。 

なお、炉埋設土器は取り上げ後、細片になってしまい図化することができなかった。 
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第7住居跡 （第503図～第 504図） 

遺構の確認・重複・平面形：ＢＨ・ＢＩ－43・44区の地山面で、炉とその周辺部だけを確認

した。大部分が削平されていたため平面形・規模などは不明である。土壙跡よりも古く、第６

住居跡との新旧関係は不明である。 

堆積土：住居内堆積土は６層認められる。１・２層は床面上、３～５層は炉内、６層は埋設

土器内に堆積している。いずれも自然流入土である。 

壁：僅かに西側に残存する。壁高は約10cmで斜に立ち上がる。 

床面：残存する床面は地山をそのまま床とし、ほぼ平坦である。 

柱穴：住居内と推定される部分から６個のピットが検出された。このうち、Ｐ2・Ｐ3から柱

痕跡が認められた。さらにＰ3 では柱穴の周囲を石で補強している。ピットの配置関係を見る

と炉の中軸延長線上にＰ5、その左側にＰ2・Ｐ4・Ｐ1、その右側にＰ6・Ｐ3があり規則的に配

列されている。なお、Ｐ1に対応する柱穴は攪乱穴により不明であるが、Ｐ1・Ｐ2・Ｐ6は特に 
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深く、Ｐ1 に対応する柱穴を想定すれば、その配置から４本が屋根を支えた为柱穴の可能性も

ある。 

周溝：検出されなかった。 

炉：長軸約1.2ｍ、最大幅約 0.8ｍの釣鐘形をしている。炉は土器埋設部・石組部Ⅰ（閉鎖：

20×70cm）・石組部Ⅱ（閉鎖：90×80cm）からなる土器埋設石組複式炉である。土器埋設部は

石組部Ⅰの先端からやや離れている。埋設土器は高さ約 20cmの小型のキャリパー形深鉢で、正

位の状態に据えられている。石組部Ⅰ・Ⅱは平らで大きな石を斜に据え、「∩」字形に配列し

ている。さらに、その上には小さな石を数段積み重ねている。石組部Ⅰ・Ⅱの境には平らな石

を一列並べ、それを区画している。底面は石組部Ⅰ・Ⅱとも平坦で、Ⅰの底面はⅡより約10cm

低い。石組部の側壁石・底面は火熱を受け赤変している。石は特に亀裂の入っているものが多

い。埋設土器内には尐量の焼土・炭化物が混入されていたが、周囲までも火熱が及んでいな

かった。 

注）埋設土器は整理時に確認することができなかった。 

出土土器・時期：底面・堆積土から尐量の遺物が出土している。図示したものは縄文土器

（口縁部資料）と石器（不定形石器・剥片一括資料）である。上述した通り、時期決定には疑

問も残るが炉の構造や調査時の埋設土器の所見から縄文中期後葉の大木９式に相当する。 

第8住居跡 （第505図） 

遺構の確認・重複：ＢＬ・ＢＭ－45・46区の地山面で確認した。单半が溝、西側壁の一部が

ピットなどで破壊されている。 

平面形：单半部が削平されているため全体の形は確かでないが、長軸現存長約 4.7ｍ、短軸

約3.4ｍの单北に長い不整の楕円形と思われる。 

堆積土：住居内堆積土は３層認められる。１層は中央部の床面、２層は壁際・周溝内、３層

は炉内に堆積し、何れも自然流入土である。 

壁：幾分開きながら立ち上がり、保存の良い西側壁で床面から約30cmある。 

床面：地山を掘り込んでそのまま床としている。床面は平坦であるが、中央部が壁際に比べ

て僅かに低くなっている。 

柱穴：住居内から６個のピットが検出された。周溝内にあるＰ1～Ｐ4には柱痕跡が確認され

なかったが、大きさ・深さ等共通した点があり柱穴の可能性もあるがそれについてはよくわか

らない。 

周溝：北側壁沿いに巡るが、一部途切れるところもある。上幅で 20～40cm、下幅で５～15cm､

深さは８～20cm、場所によって違いが認められる。 

炉：溝で破壊されているが住居中央部より单側によった部分に付設されている。左側の一部 
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だけが残存しているため平面形・構造など不明な点もあるが、石組部Ⅰ（閉鎖）・石組部Ⅱか

らなる石組複式炉と推定される。石組部は側壁に平らで大きな石、奥壁に小さな石を据えてい

る。石組部Ⅰ・Ⅱの境には小さな石を一列並べ、それを区画している。炉石や石組部Ⅰの底面

は火熱を受け赤変している。特に石組部Ⅰの底面が固い焼け面となっている。石組部の先端よ

り約１ｍ北側に40×60cmの範囲で焼け面が認められたが炉との関係は不明である。 

出土遺物・時期：堆積土中から尐量の遺物が出土している。図示できたものは縄文土器（口

縁・胴部資料）と石器（石錐・不定形石器を含む黒耀石の接合資料）である。出土土器から住

居の構築時期は縄文中期後葉の大木９式に相当する。 

第9住居跡 （第506図～第 508図） 

遺構の確認・重複：ＢＬ・ＢＭ－48・49区の地山面で確認した。第12土壙が新しい。 

平面形：長軸約5.1ｍ、短軸約 5.2ｍで円形に近い形をしている。 

堆積土：住居内堆積土は５層認められる。１層は北側中央部、２層は住居全域の床面、３層

は掘り込み部、４・５層は周溝内に堆積し何れも自然流入土である。 

壁：ほぼ垂直に立ち上がり、保存の良い西側壁で床面から約 40cmある。 

床面：地山面をそのまま床としている。床面は炉周辺が幾分低くなっているが全体的にはほ

ぼ平坦である。 

柱穴：住居内から６個のピットが検出された。Ｐ1・Ｐ8は炉の両脇で対称の位置にあり、掘

り形が深い点で柱穴の可能性もある。その他のピットについて配置の規則性や深さ等を検討し

たが、住居に伴うものかは明らかでなかった。 

周溝：炉の掘り込み部の单側（住居壁と共有する部分）だけに巡る。上幅で15～20cm、下幅

で10～15cm、深さは３～５cmである。断面はＵ・Ｖ字形の部分があり、場所によって違いが認

められた。单側中央部の周溝内でフレークがまとまって出土している。 

炉：住居中央部やや单寄りに付設されている。大きさは長軸約 2.3ｍ、最大幅約4.65ｍで｢ ｣

字形をしている。炉は石組部(閉鎖：65×55cm)､掘り込み部（1.6×4.65ｍ）からなる石組複式炉

である。石組部は10～25cmの平らな石を「∩」字形に一列並べ、斜に据えている。底面は床面

より約 10cm低い。石組部と掘り込み部の境は一列に並ぶ石で区画されている。掘り込み部は大

きく東西に開き、单側では住居壁と一致する。底面は石組部底面より約10cm低い。また、掘り

込み部前面の上端には石組部から連続する石が「ハ」字状に貼りついている。石組部は火熱を

受け赤変している。 

その他の施設：住居北側の床面で 1.6×0.8ｍ長楕円形の土壙を確認した。埋め土は褐色土で

僅かに炭化物が混入されている。性格は不明である。 

出土遺物・時期：周溝・ピット・堆積土から尐量の遺物が出土している。図示できたものは 
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縄文土器（口縁・胴部資料）と石器（石鏃・尖頭器・石匙・楔型石器・不定形石器を含む黒耀

石の同一母岩資料）である。出土土器から住居の構築時期は縄文中期後葉の大木９式に相当す

る。 
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第10住居跡 （第509図） 

遺構の概要：ＢＭ－50区の地山面で炉跡だけが確認された。炉石は削平されているため、不

明な部分もあるが石組複式炉と思われる。炉は石組部Ⅰ（閉鎖：30×40cm）、石組部Ⅱ（30以

上×55cm）が残存していた。石組部は20～30cmの平らな石を一列に並べている。石組部Ⅰ･Ⅱ

の境は約30cmの石１個で区画している。石組

部Ⅰの底面は石組部Ⅱの底面より約８cm 低い｡

石組部やその底面は火熱を受けている。遺物

は出土していないが炉の構造（石組複式炉）

から縄文中期後葉の時期と推定される。 
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第11住居跡 （第510図～第 512図） 

遺構の確認:ＢＭ～ＢＯ-53～55区の地山面で確認した。单半の床面が削平されて残っていない。 

平面形：長軸の現存長約6.1ｍ、短軸約6.5ｍで円形と推定される。 

堆積土：住居内堆積土は９層認められる。１・２層は壁沿いを除いた床面、３・４層は壁際

の狭い範囲、５～８層は炉内、９層は埋設土器内に堆積し、何れも自然流入土である。 

壁：壁の立ち上がりは内傾する北側壁の一部を除いて、その他は直立する。保存の良い北

～北西側の壁では床面からの壁高が約28cmある。 

床面：地山を掘り込んで床としている。床面はやや凹凸がある。 
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柱穴：住居床面から７個のピットが検出された。Ｐ1～Ｐ4には径 25～36cmの柱痕跡が認めら

れた。Ｐ1～Ｐ5の掘り方は径 50～70cmの円形ないしは楕円形をしている。これに対して、炉の

両脇にあるＰ6・Ｐ7の掘り方は径30～40cmの円形ないしは隅丸方形で、上記のＰ1～Ｐ5とは掘

り方の大きさに違いが見られる。しかし、埋め土が暗褐色・褐色土で炭化物や風化岩片が含ま

れている点で共通している。さらに、その配置を見ると、炉の中軸延長線上にＰ1、その左側

にＰ5・Ｐ2・Ｐ6、右側にＰ4・Ｐ3・Ｐ7が左右対称になって規則的に配置されている。このこ

とから、これらのピットは柱穴と考えられる。なお、Ｐ1～Ｐ5はＰ6・Ｐ7と比べて掘り方が大

きい点で为柱穴、これに対して掘り方の小さなＰ6・Ｐ7は補助的な柱穴の可能性もある。 

周溝：構築されていない。 

炉：住居中央部と推定される場所から单側に付設されている。末端は削平されているため住

居壁に接していたかどうかは不明である。大きさは長軸現存長約2.2ｍ、最大幅1.5ｍで釣鐘形

をしている。炉は土器埋設部・石組部Ⅰ（閉鎖：40×80cm）、石組部Ⅱ（閉鎖：60×100cm）、

掘り込み部（100＋α×115cm）からなる土器埋設石組複式炉である。埋設土器は炉の中軸線よ

りやや左側にづれているが住居のほぼ中央に位置し、石組部Ⅰの先端より約60cm離れている。

土器は胴下部の破片で斜に埋設されている。土器の上端は床面から約10cm上にある。埋設土器

に接した单側には石組部Ⅰから遮断するように立てられた立石がある。石組部は平らで平らで

大きな石を斜に据え、「∩」字形に配置している。さらに、その上に小さな石を数段積み重ね

ている。石組部Ⅰ・Ⅱと石組部Ⅱ・掘り込み部の境は平らな石を一列並べて区画している。底

面は石組部ⅠからⅡに向かって傾斜し、石組部Ⅱの末端が最も凹んでおり、床面から約 30cm あ

る。掘り込み部の右側壁の一部には石組部の側壁石が延びている。掘り込み部の床面は石組部

Ⅱに向かって緩やかに傾斜している。石組部・埋設土器に接した立石は赤変し、亀裂の入って

いるものが多い。また、石組部Ⅰ・Ⅱの底面は火熱を受けているが、特に石組部Ⅱの最も窪ん

だ部分が著しい。 

出土遺物・時期：炉・床面・堆積土から尐量の遺物が出土している。図示できたものは縄文

土器（胴部資料）と石器（石錐・石核）・石製品（石棒）である。出土土器から住居の構築時

期は縄文中期後葉の大木９式に相当する。 
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第12住居跡 （第513図） 

遺構の確認・重複：ＢＳ・ＢＴ－46・47区の地山面で確認した。平面的には第 13住居跡と

重複するが削平されているため、直接的には新旧関係は把握できなかった。しかし、第13住居

の埋め土中に貼り床が認められなかったことや第13住の西壁ピットを第12住に伴うものとすれ

ば本住居跡の方が古いと思われる。西側壁には周溝が二重になっていたことから、増改築の可

能性もあるがそれについては良くわからない。 

平面形：東側が削平されているため不明な点もあるが、周溝のプランから推定して径約６ｍ

の円形と思われる。 

床面：地山を多量に含む土で貼り床されている。貼り床上面を床とした場合に地山礫がこの

面より 10cm以上出ている部分もある。さらに、周溝が途切れていることや炉がほとんど残って 
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いないことから床面は大きく削平を受けているものと思われる。この場合、平面形は住居掘り

形で把握している可能性がある。 

柱穴：住居内から 11個のピットが検出された。Ｐ1・Ｐ2は貼り床下、その他のピットは地山

面で確認した。このうち、配置やピットの深さからＰ1・Ｐ2・Ｐ7 が柱穴の可能性もある。他

のピットについては住居に伴うものかどうかは不明である。 

周溝：途切れる部分もあるが壁沿いに巡る。西側では壁から 40～60cm 離れ、この部分では

周溝が２本巡る。 

炉：住居跡のほぼ中央部と推定される場所にある。10×20cmの範囲で焼け面（地床炉）が

残っていた。周囲には火熱を受けて赤変した部分が径約 60cmの範囲に見られた。 

出土遺物・時期：堆積土中から僅づかな遺物が出土している。図示できたものは小破片の

縄文土器（口縁部資料）だけであるため時期決定は難しい。住居跡の切り合い関係から第 13

住居跡と同時期かそれ以前の時期と推定される。 

 

第13住居跡 （第514図～第 516図） 

遺構の確認・重複・増改築：ＢＴ・ＣＤ－46・47区の地山面で確認した。单側の床面は削平

され残っていない。第12住居より新しい。一部周溝が二重になっていることから増改築の可能

性もあるが、それについては良くわからない。 

平面形：東側周溝の一部が内側に窪むが、径約６ｍの円形である。 

堆積土：住居内堆積土は５層認められる。１層は住居全域、２層は壁際から住居全体の床面､

３層は壁沿い、４・５層は周溝内に堆積し、何れも自然流入土である。 

壁：幾分外に開きながら立ち上がり、保存の良い西側壁で床面から約35cmある。 

床面：地山面をそのまま床とし、平坦で固い。 

柱穴：周溝内・床面上で 11 個のピットが検出された。これらのピットから柱痕跡は認めら

れなかった。また、ピットの組み合わせなども検討したが柱穴については不明である。 

周溝：壁沿いに巡る。上幅20～25cm、深さ20～30cm、断面形はＵ字形を呈している。また、

周溝の内側に上幅20～30cm、深さ10cmの溝が途切れながら巡る。 

炉：住居中央部に位置している。炉は床面を掘り窪めただけの地床炉で、大きさは 90×80cm

ある。底面は船底状に窪み、表面は固く焼けている。 

出入り口：東側周溝の一部が内側に窪み、その部分に対になるＰ1・Ｐ2 が配置されている。

このことから、この部分が出入り口部と推定される。また、住居外にもピットと対応するよう

な二個一対の礫がある。この礫は出入り口部に関係すると思われるがどのような施設なのかは

明らかでない。 

出土遺物・時期：床面・炉内・堆積土から比較的多量の遺物が出土している。図示できたも 
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のは縄文土器（口縁・胴部資料）・土製品（土偶）と石器（石鏃・箆状石器・楔型石器・不定

形石器・磨凹敲石）である。このうち、土器は小破片で床面・炉から出土したものは尐なく、

数時期（Ⅲ～Ⅶ）のものが混在している。しかし、大部分の土器は最も新しいⅦ期のもので晩

期大洞Ｃ2式旧段階～大洞Ａ式にかけての移行期に相当する。 
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第14住居跡 （第517図～第 518図） 

遺構の確認・重複：ＣＣ・ＣＤ－46・47区の地山面で確認した。北側にある第 15住居より新

しい。 

平面形：径約4.1ｍの円形を呈している。 

堆積土：堆積土は２層認められる。１層は上部の住居全域、２層は床面全体を覆っている。

自然流入土である。 

壁：单西側の壁面は上半が崩れているため外に開きながら立ち上がるが、他の壁は保存が良

く直立気味に立ち上がる。保存の良い西側壁は床面から約 38cmある。この他、西側壁の一部に

地山を掘り残して階段状にした部分がある。この部分は出入り口部なのかあるいは住居の何ら

かの施設なのかは特定することができなかった。なお、北側壁の壁面や床面が赤変していると

ころがある。この部分には焼け面や炭化物など認められず、その分布が第15住居の床面にまで

一部及んでいる。さらに、この部分が第15住居のほぼ中央に位置すると推定されることから赤

変部は第15住居の炉でその痕跡が残存しているものと思われる。 

床面：地山を掘り込んで床としている。床面は中央部がやや窪むがほぼ平坦である。 

柱穴：住居床面にはピットは検出されなかったが東側住居壁沿いの外側にピットが２個確認

された。Ｐ2には柱痕跡が認められた。これらのピットの掘り方は径30～40cmの不正な円形で

あるがピット間は約 1.2ｍあり、二個一対になると思われる。このことから、出入り口部の

ピットの可能性も考えられる。 

炉：住居中央部に位置し、床面の最も窪んだ部分に炉がある。炉は床面を掘り窪めただけの

地床炉で底面は船底状に窪む。焼け面の範囲は40×50cmの円形である。 

出土遺物・時期：堆積土中から尐量の遺物が出土している。図示したものは縄文土器（口

縁・胴部資料）だけである。これらの土器の中には住居跡より古い早期末や新しい晩期前葉の

土器が尐量混入している。しかし、大半のものは後期末～晩期初頭に属するものでほぼ同様の

時期と考えられる。 

 

第15住居跡 （第517図～第 519図） 

遺構の概要：ＣＣ－46区の地山面で確認した。第 14住居によって单半が破壊されている。こ

のため平面形・規模など不明な部分が多いが残存部から推定すると円形と思われる。堆積土は

２層認められ、何れも床面を覆っている。壁は外に開き気味に立ち上がり、残りの良い西側で

は床面から約16cmある。床は平坦で地山をそのまま使用している。ピットは４個確認された。

掘り方は径20～30cmの円形、径10cmの柱痕跡が認められたが組み合うピットもないため柱穴か

どうか不明である。炉については第14住居の頄で述べているようにその痕跡（地床炉？）だけ

が認められた。住居の堆積土中から僅かな遺物が出土している。図示したものは縄文土器（口 
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縁・胴部資料）・円盤状土製品と石器（尖頭器）である。図示した土器から住居の時期を特定

することは困難である。しかし、第 14住居跡との切り合い関係からそれよりも古いかあるいは

同時期の可能性がある。 

 

第16住居跡 （第520図～第 539図） 

遺構の確認・重複・増改築：ＣＤ・ＣＧ－43～46区の地山面で確認したが、北東側の床面は

削平されて残っていない。住居北側では第 17住居の貼り床が住居堆積土を覆っていることか

ら第 17住居よりも古い。２基の炉、２本の周溝の存在から２回の増改築が考えられる。なお、

一部周溝が３本になっている所もあり、さらにもう１回の増改築の可能性も考えられるが、部

分的で短いことなどからそれについては不明である。 

平面形：北東側が削平されているため不明な部分もあるが、径約 8.8ｍの円形と推定され

る。 堆積土：住居内堆積土は８層認められる。１・２層は住居中央部の狭い範囲、３・４層

は壁沿いを除く床面全域、５・６層は壁沿い、７層は炉内、８層は周溝に堆積し、自然流入土

である。 

壁：外に開きながら立ち上がり、保存の良い西側壁で床面から50～60cmある。 

床面：炉周辺から西側に暗褐色土（風化岩片混入）を数 cm～10cm 貼って床面としている。

その北東側は既に述べた通り、削平され礫層が露出している。床面は壁際が炉周辺より僅かに

高い。 

柱穴：住居内と推定される部分から 26個のピットと多数の小ピットが検出された。Ｐ1・

Ｐ3･Ｐ6・Ｐ9・Ｐ13～Ｐ15・Ｐ20・Ｐ23には柱痕跡が確認されたことから柱穴の可能性もある

が、組み合うピットもないため柱穴かどうかは不明である。また、北西側で周溝Ⅱに沿って

ピット間の距離が不規則ではあるが小ピットが並んでいる。この小ピットは周溝Ⅰの時期に伴

う壁柱穴の可能性も考えられる。 

周溝：３本の周溝（周溝Ⅰ→Ⅱ→Ⅲ）が確認された。周溝Ⅰは一部单側に残存している。周

溝Ⅱは周溝Ⅲとほぼ並列して北～北西部に巡り、一部北側では周溝Ⅲと接している。上幅

20～30cm、深さは10～20cmである。底面はピット状に窪むところもあり、凹凸している。周溝 
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Ⅰ・Ⅱは貼り床によって覆われている。周溝Ⅲは最も新しいもので壁に沿って巡る。上幅

20～40cm、深さは10～15cmで底面は周溝Ⅱと同様な形をしている。 

炉：２基の炉が確認された。１号炉と２号炉は重複し、１号炉が古い。１号炉は周溝Ⅱと同

一時期のものと考えられる。炉は住居中央部より西側に付設され、底面を掘り窪めただけの地

床炉である。大きさは70×105cmの不整な楕円形をしている。底面は緩やかに窪み、表面は赤

変し固く焼けている。２号炉は最も新しい時期のもので住居中央部に付設されている。炉は

110×170cmの長方形をした石囲い炉である。石囲いに使用された石は 15～30cmの石でややまば

らに一列立て並べている。底面は緩やかに窪み、表面は赤変し固く焼けている。また、炉石も

赤変し亀裂の入ったものもある。 

出土遺物・時期：床面・周溝・堆積土中から多量の遺物が出土している。図示したものは縄

文土器・土製品（土偶・土版・円盤状土製品）と石器（石鏃・石錐・尖頭器・石匙・楔形石

器・不定形石器・磨製石斧・磨石・磨凹石・磨凹敲石・凹石）・石製品（石錐・円盤状石製

品・石冠・石刀類・擦り切り具）などである。このうち、床面・周溝などから出土した土器に

は古い時期（Ⅲ～Ⅶ期）のものが混在しているが、出土土器の大半は最も新しいⅦ期のもので

晩期大洞Ｃ2式旧段階～大洞Ａ式にかけての移行期に相当し、住居跡もその時期と推定される｡ 
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第17住居跡 （第540図～第 546図） 

遺構の確認・重複・増改築：ＣＣ・ＣＥ－42～44区の地山面で確認したが、東側は削平され

ている。第16住居よりも新しい。２本の周溝が並列して巡ることから増改築が考えられる。な

お、住居跡の最も内側に長さ１ｍほどの周溝が残存することから、もう１回の増改築の可能性

も考えられるが、部分的であるためそれについては不明である。 

平面形：削平により不明な部分もあるが、周溝及び貼り床の範囲から推定して長さ約 7.2ｍ

の隅丸方形と思われる。 

堆積土：住居内堆積土は５層認められる。西側の一部にしか残存していないためその分布状

況は不明である。何れも自然流入土である。 

壁：外に開きながら立ち上がり、西側壁では床面から20～35cmである。 

床面：西側部分にだけ残存し、褐色あるいは暗褐色土を貼って床としている。 

柱穴：住居内と推定される部分から 32個のピットが検出された。このうち、Ｐ2・Ｐ4・

Ｐ6・Ｐ7はその配置から推定して柱穴と考えられる。この他、周溝内に９個の小ピットがあり

ほぼ等間隔で配列されていることから壁柱穴の可能性も考えられるが、それについてはよくわ

からない。 

周溝：３本の周溝（周溝Ⅰ→Ⅱ→Ⅲ）が確認された。周溝Ⅰは住居内で最も内側にある。住

居西側に一部残存し、周溝Ⅱに接している。長さは１ｍ、上幅 20～25cm、深さ５～12cmである｡

周溝Ⅱは周溝Ⅲと並列して巡る。西側では周溝Ⅲから約 60cm内側にある。上幅 10～25cm、深さ

10～15cmである。周溝Ⅰ・Ⅱは住居の拡張に伴って貼り床されている。周溝Ⅲは最も新しいも

ので、壁に沿って巡る。上幅 10～25cm、深さ５～25cmである。 

炉：床面の大部分が削平されていたため確認することができなかった。 

出土遺物・時期：周溝・ピット堆積土中から比較的多くの遺物が出土している。図示したも

のは縄文土器・土製品（土版・円盤状土製品）と石器（石鏃・石錐・尖頭器・不定形石器・磨

製石斧・磨石・磨凹石・磨凹敲石・敲石・石皿）・円盤状石製品などである。土器の中には数

時期のものが混在しているが、周溝・ピット・堆積土から出土した土器の大半が最も新しいⅦ

期のもので晩期大洞Ｃ2式旧段階～大洞Ａ式にかけての移行期に相当し、住居もその時期と推

定される。 
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第18住居跡 （第547図） 

遺構の概要：ＡＰ－45区の地山面で炉跡を確認した。平面的には第 20住居と重複するが、削

平されているため新旧関係は明らかでない。炉は削平や攪乱を受けているが、土器埋設部・石

組部（閉鎖？）からなる土器埋設石組炉と推定される。埋設土器は北半が破壊されているが、

石組部に接している。土器は頸・胴部のある深鉢を正位の状態に据えている。石組部は偏平な

石を据え、その周囲に小さな石を積み重ねている。底面は埋設土器底面より約15cm低い。石組

部やその底面は焼けていた。土器内には多量の焼土が詰まっていたが、焼け面は認められな

かった。なお、埋設土器の延長線上でＰ1 が確認されたが、組み合うピットもないため柱穴が

どうかは不明である。ピットや遺構確認面で僅かな遺物が出土しているが、図示したものは縄

文土器だけである。住居の年代は縄文中期後葉の大木９式期に相当すると思われる。 

注）埋設土器は摩滅が著しく、さらに細片のため図化することができなかった。 
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第19住居跡 （第548図～第 549図） 

遺構の確認・重複・増改築：ＣＡ～ＣＣ－53～55区の地山面で確認したが、单側は削平されて

いる。北側壁より約50cm内側で壁と平行する溝が確認された。さらに、貼り床されていること

から増改築された可能性がある。 

平面形：長軸の現存長約5.8ｍ、短軸6.0ｍで円形と推定される。 

堆積土：住居内堆積土は４層認められる。１層は住居中央部床面、２層は壁際の床面、３層

は炉内、４層は周溝内に堆積し、何れも自然流入土である。 

壁：幾分外側に開きながら立ち上がる。保存の良い西側壁で床面から約30cmある。 

床面：炉の延長線上の壁際で非常に薄い貼り床が認められた。それ以外では地山を掘り込ん

で、そのまま床としている。床面は固く、多尐の凹凸がある。 

柱穴：住居内から12個のピットが検出された。このうちＰ1～Ｐ3・Ｐ6・Ｐ7・Ｐ9・Ｐ12から

柱痕跡が認められた。ピットの配置を見ると、炉の中軸線を軸として左側にＰ1・Ｐ4・Ｐ6・

Ｐ12・Ｐ10、右側にＰ2・Ｐ3・Ｐ7・Ｐ9・Ｐ11が二個一対の形で左右対称に並んでおり柱穴と

考えられる。なお、炉の末端両脇にある小さな掘り方のＰ10・Ｐ11は補助的な柱の可能性もあ

る。 

周溝：住居北側の壁沿いに巡る。上幅 10～20cm、下幅５～20cm、深さ 10～15cmである。さら

に住居北側の貼り床下で上幅約 20cm、深さ５～10cmの周溝が巡る。 

炉：住居中央部から单側に付設されている。炉末端は住居壁が削平されているため、それに

接していたかどうかは不明である。大きさは右先端部が破壊されており不明な点もあるが、長

軸現存長約 2.5ｍ、最大幅約 1.3ｍの釣鐘形をしている。炉は石組部Ⅰ（閉鎖：0.9ｍ以上×0.8ｍ

以上）・石組部Ⅱ（開放：1.5×1.3ｍ）からなる石組複式炉である。石組部は 20～50cm の偏平な

石を斜に据え、「∩」字形に配置している。石組部Ⅱの右側壁石は抜き取られていた。石組部

Ⅰ・Ⅱの境は15～20cmの小さな石を横に５個並べ、それを区画している。石組部Ⅱの末端には

幅10cm程の溝が巡る。底面は石組部ⅡからⅠに向かって傾斜し、石組部Ⅰの中央部が最も窪む。

石組部Ⅰと石組部ⅠとⅡの仕切石、石組部Ⅰの底面は焼けていた。 

出土遺物・時期：炉内・堆積土中から僅かに遺物が出土している。図示したものは縄文土器

と石器（石鏃・石錐・尖頭器・不定形石器）などである。縄文前期の土器が僅かに混入してい

るが、住居の時期は炉の構造や出土土器から縄文中期後葉の大木９式に相当する。 
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第20住居跡 （第550図～第 552図） 

遺構の確認：ＡＱ～ＡＳ－44・45区の地山面で確認した。西側は風倒木痕で破壊されている｡ 

平面形：長軸約6.3ｍ、短軸現存長 5.8ｍ以上で円形と推定される。 

壁：ほぼ垂直に立ち上がり、北西側では床面から約22cmある。 

床面：地山を掘り込んでそのまま床としている。床面は平坦である。 

柱穴：住居内から11個のピットが検出された。Ｐ2～Ｐ4・Ｐ9から柱痕跡が認められたが組み

合うピットもないため柱穴については不明である。 

周溝：構築されていない。 

炉：住居中央部より单側に付設されている。長軸約 2.8ｍ、最大幅約 2.2ｍである。炉は石

組部（閉鎖：1.3×1.1ｍ）、掘り込み部（1.5×2.2ｍ）からなる石組複式炉である。石組部は偏

平な20～30cmの大きな石を斜に据え、楕円形に配列している。さらに、その上に小さな石を一

段ないし二段積み重ねている。石組部と掘り込み部と境には小さな石を一列並べ区画している。

底面は床面より約20cm低く、中央部が最も窪む。掘り込み部は石組部から東西に開き、单側で

は住居壁に近接している。底面は石組部底面と一致する。石組部やその底面は焼けて赤変して

いる。特に、底面の北半が著しい。 

出土遺物・時期：炉内・堆積土中から僅かに縄文土器と石器（不定形石器を含む剥片一括資

料）が出土している。出土土器より縄文中期後葉の大木９式に相当する。 
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第21住居跡 （第553図） 

遺構の概要：ＣＰ・ＣＱ－41・42区の地山面で確認した。住居中央部にある敷石遺構によっ

て炉の一部が破壊されている。平面形は 4.75×4.5ｍの不整な楕円形をしている。堆積土は２層

認められた。１層は住居中央部の床面、２層は壁際の狭い範囲に堆積し、何れも自然流入土で

ある。壁は外側に開きながら立ち上がり、西側壁で床面から約20cmある。床面は地山をそのま

ま利用している。住居中央部で長径60cm以上、短径50cmの楕円形の地床炉（焼け面）が確認さ

れた。底面は床面と一致し、平坦である。堆積土中から尐量の縄文土器が出土している。出土

土器から、住居の時期は縄文後期末と推定される。 

 


